
『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
下
）・
雑
部
（
三
）

岩

坪

健

本
稿
は
『
三
玉
挑
事
抄
』
冬
部
の
３１４
〜
３３２
番
と
、
雑
部
６３５
〜
６６４
番
を
掲
載
す
る
。
凡
例
は
秋
部
（
上
）
と
同
じ
で
あ
る
の
で
省
略
す

る
。
担
当
者
は
す
べ
て
本
学
博
士
課
程
在
学
者
で
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
各
項
目
末
尾
の
（

）
内
に
は
、
担
当
者
の
氏
名
を
示

し
た
。村

上
泰
規
、
島
田
薫
、
松
本
匡
由
、
金
子
将
大
、
小
森
一
輝
、
北
井
達
也
、
松
田
望

冬
夜

３１４
う
た
ふ
よ
の
雲
井
の
庭
火
ほ
の
�
�
と
明
し
岩
戸
を
残
す
お
も
か
け

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
一
八
五
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
冬
夜
│
夜
」。

﹇
訳
﹈

冬
の
夜

（
神
楽
を
）
歌
う
夜
は
宮
中
の
か
が
り
火
が
ほ
の
か
に
明
る
く
、
夜
が
ほ
ん
の
り
と
明
け
、（
天
照
大
御
神
が
）
岩
戸
を
開
け
た
（
と
い

う
神
代
の
神
楽
の
）
お
も
か
げ
を
残
し
て
い
る
な
あ
。

― ８７ ―
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﹇
考
察
﹈
当
歌
の
第
三
句
「
ほ
の
ぼ
の
と
」
は
「
庭
火
」
と
「
明
け
し
」
を
修
飾
す
る
。
ま
た
第
四
句
「
あ
け
し
」
に
「
明
け
し
」
と

「
開
け
し
」
を
掛
け
る
。
天
照
大
御
神
が
岩
戸
を
開
け
る
と
夜
が
明
け
た
と
い
う
伝
説
に
つ
い
て
は
３１５
番
歌
、
参
照
。
宮
中
で
一
晩
中
、

神
楽
が
催
さ
れ
、
そ
の
間
燃
え
続
け
て
い
た
篝
火
も
夜
明
け
前
に
は
火
が
弱
ま
る
さ
ま
を
詠
む
。

（
村
上
泰
規
）

神
楽

柏
３１５
そ
の
か
み
の
岩
戸
は
し
ら
す
明
る
夜
の
お
し
く
や
は
あ
ら
ぬ
う
た
ふ
声
�
�

古
語
拾
遺
曰
、
其
後
素
戔
鳴
神
、
奉
為
日
神
、
行
甚
無
状
云
云
。
于
時
天
照
太
神
赫
怒
、
入
于
天
石
窟
、
閉
磐
戸
而
幽
居
焉
。
尓

乃
六
合
常
闇
、
昼
夜
不
分
。
群
神
愁
迷
手
足
罔
措
。
凡
厥
庶
事
、
燎
燭
而
弁
云
云
。
於
石
窟
戸
前
覆
誓
槽
、
挙
庭
燎
、
巧
作
俳

優
、
相
与
歌
舞
云
云
。
于
時
天
照
太
神
中
心
独
謂
、「
此
吾
幽
居
天
下
悉
闇
。
群
神
何
由
如
此
歌
楽
」。
聊
開
戸
而
窺
之
。
爰
令
天

手
力
雄
神
引
啓
其
扉
、
遷
座
新
殿
云
云
。
当
此
之
時
、
上
天
初
晴
、
衆
倶
相
見
、
面
皆
明
白
。
伸
手
歌
舞
。
相
与
称
曰
云
云
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
二
三
二
番
。
古
語
拾
遺
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
校
正
古
語
拾
遺
』「
天
照
太
神
│
天
照
大
神
」。

﹇
訳
﹈

神
楽

そ
の
昔
、
あ
の
神
の
（
籠
も
っ
た
）
岩
戸
は
い
ざ
知
ら
ず
、
夜
が
明
け
（
て
神
楽
が
終
わ
）
る
の
は
名
残
惜
し
く
な
い
だ
ろ
う
か
、

（
神
楽
を
）
歌
う
声
々
（
を
聞
く
と
）。

古
語
拾
遺
に
よ
る
と
、
そ
の
後
、
素
戔
嗚
神
の
行
為
は
天
照
大
神
に
と
っ
て
、
非
常
に
乱
暴
な
も
の
で
あ
っ
た
云
々
。
そ
の
時
、

天
照
大
神
は
お
怒
り
に
な
っ
て
天
の
岩
屋
に
お
入
り
に
な
り
、
岩
戸
を
閉
ざ
し
て
籠
も
ら
れ
た
。
す
る
と
た
ち
ま
ち
天
地
四
方
が

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
下
）・
雑
部
（
三
）
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暗
闇
に
包
ま
れ
、
昼
と
夜
の
境
が
つ
か
な
く
な
っ
た
。
諸
々
の
神
は
皆
困
り
果
て
て
、
な
す
す
べ
が
な
い
。
す
べ
て
多
く
の
事

は
、
火
を
灯
し
て
話
し
合
っ
た
云
々
。
岩
屋
の
戸
の
前
で
誓
約
を
し
て
、
庭
火
を
焚
き
、
巧
み
に
装
っ
て
一
斉
に
歌
い
踊
っ
た

云
々
。
そ
の
と
き
天
照
大
神
は
心
中
で
、「
私
が
籠
も
っ
て
天
下
は
す
べ
て
暗
闇
に
な
っ
た
。
諸
々
の
神
た
ち
は
ど
う
い
う
わ
け

で
、
こ
の
よ
う
に
歌
と
音
楽
を
演
奏
す
る
の
か
」
と
独
り
言
を
仰
っ
た
。（
天
照
大
神
は
）
少
し
だ
け
戸
を
開
い
て
外
を
覗
い
て

み
た
。
す
か
さ
ず
天
手
力
雄
神
に
そ
の
戸
を
開
か
せ
て
、（
天
照
大
神
を
）
新
殿
に
お
移
し
し
た
云
々
。
す
る
と
天
上
は
よ
う
や

く
晴
れ
、
諸
々
の
神
た
ち
は
顔
を
見
合
わ
せ
て
顔
面
は
み
な
明
る
く
な
っ
た
。
手
を
広
げ
て
歌
い
舞
い
、
互
い
に
称
え
あ
っ
て
言

う
に
は
云
々
。

そ

か
み

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
初
句
の
「
そ
の
か
み
」
に
「
其
の
上
」
と
「
そ
の
神
」
を
掛
け
る
。
３１４
・
３１５
番
歌
は
『
古
語
拾
遺
』
の
ほ
か
、
記
紀
に

も
見
え
る
有
名
な
岩
戸
隠
れ
伝
説
を
踏
ま
え
る
。

﹇
参
考
﹈
本
文
異
同
に
は
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
跋
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
版
『
校
正
古
語
拾
遺
』
を
使
用
。『
古
語
拾
遺
』
の
版

本
に
つ
い
て
は
、『
飯
田
瑞
穂
著
作
集

古
代
史
籍
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）
参
照
。
な
お
『
梁
塵
愚
案
抄
』（
巻
上
、

神
楽
、
庭
燎
）
に
収
め
ら
れ
た
本
文
は
「
天
照
太
神
」
で
、「
云
々
」
の
本
文
も
全
個
所
で
は
な
い
が
一
致
す
る
。

（
村
上
泰
規
）

冬
歌
中

３１６
ち
る
雪
も
か
た
に
か
ゝ
り
て
吹
風
に
か
ら
お
き
う
た
ふ
声
そ
さ
ひ
た
る

梁
塵
秘
抄
、
韓
神
。
み
し
ま
ゆ
ふ
、
か
た
に
と
り
か
け
、
わ
れ
か
ら
神
の
、
か
ら
を
き
せ
ん
や
、
か
ら
を
き
下
略
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
七
三
八
番
。
神
楽
歌
、
韓
神
、
四
二
頁
。

― ８９ ―
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﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
冬
歌
中
│
冬
十
五
首
」。『
梁
塵
愚
案
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

冬
の
歌
の
中

か
ら
お

降
る
雪
も
（
三
島
産
の
木
綿
の
襷
の
よ
う
に
）
肩
に
か
か
っ
て
、
吹
く
風
に
韓
招
ぎ
を
歌
う
声
は
古
び
て
趣
が
あ
る
な
あ
。

み
し
ま

ゆ

う

た
す
き

か
ら
か
み

か
ら
お

か
ら
お

梁
塵
愚
案
抄
、
韓
神
。
三
島
産
の
木
綿
の
襷
を
肩
に
取
り
か
け
て
、
自
分
韓
神
は
韓
招
ぎ
を
し
よ
う
よ
、
韓
招
ぎ
を
下
略
。

と
り
も
の

﹇
考
察
﹈「
韓
神
」
は
神
楽
歌
の
採
物
の
歌
で
、
本
文
中
の
「
わ
れ
か
ら
神
」
の
「
韓
神
」
に
つ
い
て
は
３１８
番
歌
、
参
照
。「
韓
招
ぎ
」
は

『
梁
塵
愚
案
抄
』
に
よ
る
と
、「
か
ら
を
き
未
詳
。
た
と
へ
は
神
を
祭
と
て
神
前
に
ひ
も
ろ
き
な
と
を
す
へ
を
き
た
る
心
と
や
。」
と
あ

し
め
な
わ

る
。「
ひ
も
ろ
き
」
は
神
を
迎
え
る
た
め
注
連
縄
を
張
り
、
中
央
に
榊
を
立
て
た
も
の
。

﹇
参
考
﹈
異
同
の
確
認
に
は
『
梁
塵
愚
案
抄
』
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
版
（
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
を
使
用
。

（
島
田
薫
）

神
楽

柏
３１７
御
火
白
く
た
く
よ
の
空
は
さ
な
か
ら
に
ひ
る
め
の
神
の
光
を
そ
み
る

神
代
巻
曰
、
於
是
共
生
日
神
。
号
大
日
霊
貴
。
此
子
光
華
明
彩
、
照
徹
於
六
合
之
内
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
七
二
〇
番
。
日
本
書
紀
、
巻
第
一
、
神
代
上
、
三
五
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
日
本
書
紀
』「
霊
│
孁
」。

﹇
訳
﹈

神
楽

か
が
り
火
を
白
く
燃
や
す
夜
空
（
の
明
る
さ
）
は
、
あ
た
か
も
天
照
大
神
の
光
を
見
る
よ
う
だ
な
あ
。

い
ざ
な
き
の
み
こ
と

い
ざ
な
み
の
み
こ
と

お
お
ひ
る
め
の
む
ち

神
代
巻
に
よ
る
と
、（
伊
弉
諾
尊
と
伊
弉
冉
尊
は
）
そ
こ
で
一
緒
に
日
の
神
を
お
生
み
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
大
日
孁
貴
（
天
照

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
下
）・
雑
部
（
三
）
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大
神
）
と
申
す
。
こ
の
御
子
は
輝
く
こ
と
明
る
く
美
し
く
、
天
地
四
方
の
隅
々
ま
で
照
り
輝
い
た
云
々
。

﹇
参
考
﹈
初
句
・
二
句
の
「
御
火
白
く
焚
く
」
は
、
神
楽
歌
次
第
の
「
御
火
白
呂
久
献
つ
礼
」（
御
火
白
く
た
て
ま
つ
れ
）
を
、
源
俊
頼
が

「
か
ら
か
み
に
袖
ふ
る
ほ
ど
は
と
の
も
り
の
と
も
の
宮
つ
こ
御
火
し
ろ
く
た
け
」（
堀
川
百
首
・
冬
・
神
楽
）
に
詠
み
こ
み
、
そ
れ
が
後

世
に
影
響
を
与
え
た
（
内
藤
愛
子
「
堀
河
百
首
題
「
神
楽
」
を
め
ぐ
っ
て
」、「
文
教
大
学
女
子
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
」

、
一
九
九

七
年
一
二
月
）。

（
島
田
薫
）

３１８
名
も
し
る
し
や
ま
と
に
は
あ
ら
ぬ
か
ら
神
の
は
る
か
に
す
め
る
明
か
た
の
声

神
楽
、
韓
神
。
ま
へ
に
見
え
た
り
。

梁
塵
愚
案
抄
云
、
か
ら
神
と
は
宮
内
省
に
ま
し
ま
す
韓
神
、
二
座
を
申
侍
に
や
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
七
六
二
番
。
梁
塵
愚
案
抄
、
上
、
韓
神
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
梁
塵
愚
案
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
神
楽
）

そ
の
名
の
通
り
だ
。
韓
神
は
大
和
（
日
本
）
に
は
お
ら
ず
（
韓
国
と
い
う
）
遥
か
遠
く
に
住
ん
で
い
る
が
、
神
楽
の
「
韓
神
」
を
歌
う

声
が
と
て
も
清
ら
か
な
明
け
方
だ
な
あ
。

神
楽
、
韓
神
。
前
に
見
え
て
い
る
。（
３１６
番
歌
、
参
照
）

梁
塵
愚
案
抄
に
よ
る
と
、
か
ら
神
と
は
宮
内
省
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
二
体
の
韓
神
を
申
し
ま
す
と
か
云
々
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
の
第
三
句
「
韓
神
」
に
神
の
名
と
神
楽
歌
の
名
を
掛
け
、
第
四
句
「
は
る
か
に
す
め
る
」
に
「
遥
か
に
住
め
る
」
と
「
は

る
か
に
澄
め
る
」
を
掛
け
る
。

― ９１ ―
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﹇
参
考
﹈
雪
玉
集
は
歌
肩
に
「
永
正
十
二
十
二
御
月
次
」
と
あ
り
、
永
正
十
二
年
（
一
五
一
五
）
十
二
月
の
月
次
歌
。

（
島
田
薫
）

杜
神
楽

柏
３１９
外
山
な
る
正
木
は
い
か
に
冬
か
れ
の
杜
も
あ
ら
は
に
庭
火
た
く
影

梁
塵
秘
抄
、
神
楽
、
庭
燎
。

太
山
に
は
あ
ら
れ
降
ら
し
外
山
な
る
正
木
の
か
つ
ら
色
つ
き
に
け
り
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
二
三
三
番
。
神
楽
歌
、
庭
火
、
二
七
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
杜
も
│
森
も
」「
庭
火
た
く
│
庭
火
焼
く
」。『
梁
塵
愚
案
抄
』
ナ
シ
。

も
り

﹇
訳
﹈

杜
の
神
楽

ま
さ
き

人
里
近
く
の
山
に
あ
る
真
拆
は
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
冬
に
な
っ
て
枯
れ
た
森
も
あ
ら
わ
に
（
見
え
る
ほ
ど
）
庭
火
を
焚
く
炎

だ
な
あ
。

梁
塵
愚
案
抄
、
神
楽
、
庭
火
。

ま
さ
き

か
ず
ら

奥
深
い
山
で
は
霰
が
降
っ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
人
里
に
近
い
山
に
あ
る
真
拆
の
葛
は
紅
葉
し
た
な
あ
。

か
が
り
び

ま
さ
き

て
い
か
か
ず
ら

も
り

﹇
考
察
﹈「
庭
火
」
は
神
楽
を
演
奏
す
る
と
き
に
焚
く
篝
火
。「
真
拆
」
は
定
家
葛
の
古
称
で
、
神
事
に
用
い
る
。「
杜
」
は
神
霊
の
寄
り

つ
く
樹
木
が
茂
っ
た
神
社
な
ど
の
霊
域
。

﹇
参
考
﹈「
み
や
ま
に
は
」
の
和
歌
は
『
古
今
和
歌
集
』『
和
歌
体
十
種
』『
和
歌
九
品
』
に
も
収
め
ら
れ
た
名
歌
。

（
金
子
将
大
）

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
下
）・
雑
部
（
三
）
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３２０
そ
の
駒
も
声
神
さ
ひ
て
す
め
る
よ
に
ま
た
ふ
み
な
ら
す
杜
の
下
草

同
、
其
駒
。
そ
の
駒
そ
や
我
に
わ
れ
く
さ
か
ふ
草
は
と
り
か
は
ん
轡
と
り
草
は
と
り
か
は
ん
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
七
六
六
番
。
神
楽
歌
、
其
駒
、
九
〇
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
梁
塵
愚
案
抄
』「
く
さ
か
ふ
│
く
さ
こ
ふ
」。

﹇
訳
﹈

（
杜
の
神
楽
）

も
り

神
楽
歌
の
「
其
駒
」
を
歌
う
声
も
そ
の
駒
の
鳴
き
声
も
神
々
し
く
澄
ん
で
い
て
、
澄
ん
だ
夜
に
ま
た
（
楽
人
と
駒
が
）
踏
み
鳴
ら
す
杜

の
下
草
だ
な
あ
。

そ
の
こ
ま

く
つ
わ

同
（
梁
塵
愚
案
抄
、
神
楽
）、
其
駒
。
そ
の
駒
が
よ
、
や
、
私
に
私
は
草
を
与
え
る
。
草
を
取
っ
て
与
え
よ
う
。
轡
を
与
え
、
草

を
取
っ
て
与
え
よ
う
。

よ
ば
い
う
た

﹇
考
察
﹈「
其
駒
」
は
婚
歌
を
神
送
り
の
歌
に
転
用
し
た
も
の
で
、
愛
馬
を
ね
ぎ
ら
う
様
を
歌
う
。
当
歌
は
初
句
の
「
そ
の
駒
」
に
神
楽

歌
の
名
と
馬
を
掛
け
、
第
三
句
の
「
す
め
る
」
は
楽
人
と
馬
の
澄
ん
だ
声
と
澄
ん
だ
夜
を
意
味
す
る
。
本
文
異
同
で
「
草
飼
ふ
」
は
草

を
与
え
る
、「
草
乞
ふ
」
は
草
を
求
め
る
、
と
意
味
が
異
な
る
。

﹇
参
考
﹈
雪
玉
集
は
歌
肩
に
「
永
正
六
十
二
御
月
次
」
と
あ
り
、
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）
十
二
月
の
月
次
歌
。

（
金
子
将
大
）

閑
居
埋
火

３２１
い
ま
は
身
の
心
も
さ
む
き
灰
と
成
て
世
の
春
し
ら
ぬ
埋
火
の
も
と

荘
子
。
形
ハ

固
ニ

可
レ

使
レ

如
二

槁
―

木
一

、
心
ハ

固
ニ

可
レ

使
レ

如
二

死
―

灰
一

乎
。
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杜
詩
。
心
死
シ
テ

著
二

寒
―

灰
ヲ一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
六
二
一
番
。
荘
子
、
斉
物
論
第
二
、
一
五
二
頁
。
杜
詩
集
註
、
巻
一
六
、
喜
達
行
在
所
三
首
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
荘
子
』『
杜
詩
集
註
』
ナ
シ
。

う
ず
み
び

﹇
訳
﹈

閑
居
の
埋
火

今
は
我
が
身
の
心
も
冷
た
い
灰
と
な
っ
て
、
世
間
の
春
を
知
ら
な
い
埋
火
の
も
と
に
あ
る
（
よ
う
だ
）
な
あ
。

荘
子
。
外
形
は
枯
木
の
よ
う
に
で
き
、
心
は
冷
え
た
灰
の
よ
う
に
で
き
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

杜
甫
の
詩
。
心
は
死
ん
で
、
冷
た
い
灰
を
抱
い
て
い
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。

﹇
考
察
﹈「
埋
火
」
は
炉
や
火
鉢
な
ど
の
灰
に
う
ず
め
た
炭
火
。『
荘
子
』
は
人
知
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
事
象
を
次
々
に
批
判
す
る
一
篇
で
、

わ
れ

わ
れ

う
し
な

あ
ん
ざ
い
し
ょ

当
該
箇
所
は
「
吾
、
我
を
喪
へ
り
」
の
状
態
で
あ
る
人
を
形
容
す
る
。『
杜
詩
』
は
杜
甫
が
長
安
を
脱
出
し
て
行
在
所
に
た
ど
り
着
く

ま
で
の
気
持
ち
を
詠
ん
だ
詩
の
一
節
。
当
歌
は
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
世
間
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
た
人
の
心
が
冷
た
い
灰
と
な
っ
た
様
を
詠

む
。

﹇
参
考
﹈『
杜
詩
集
註
』
の
本
文
異
同
に
は
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
刊
『
杜
詩
集
註
』（『
和
刻
本
漢
詩
集
成
』
４
所
収
）
を
使
用
。

（
金
子
将
大
）

五
節

３２２
か
ら
玉
を
袂
に
ま
き
し
乙
女
子
か
す
か
た
隔
ぬ
雲
の
う
へ
か
も

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
三
〇
六
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

五
節

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
下
）・
雑
部
（
三
）
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美
し
い
玉
を
袂
に
ま
い
た
乙
女
子
の
姿
は
、
雲
で
隔
た
れ
る
こ
と
の
な
い
宮
中
（
で
見
ら
れ
る
の
）
だ
な
あ
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
結
句
「
雲
の
上
」
に
内
裏
の
意
味
を
掛
け
、
３２３
番
歌
の
典
拠
（
天
武
天
皇
の
前
に
現
れ
た
神
女
が
雲
の
上
で
五
節
を
舞

だ
い
じ
ょ
う
え

し
ん
じ
ょ
う
え

っ
た
）
を
踏
ま
え
、
宮
中
で
舞
う
五
節
の
舞
姫
を
詠
む
。
五
節
は
奈
良
時
代
以
後
、
大
嘗
会
お
よ
び
毎
年
陰
暦
十
一
月
の
新
嘗
会
に

行
な
わ
れ
た
、
五
節
の
舞
を
中
心
と
す
る
行
事
。

（
北
井
達
也
）

３２３
乙
女
子
か
立
ま
ふ
け
ふ
の
た
め
し
に
も
う
つ
す
よ
し
の
ゝ
山
あ
ゐ
の
袖

河
海
抄
引
テ二

本
朝
月
令
ヲ一

曰
、
五
節
ノ

舞
ハ

者
、
浄
御
原
天
皇
之
所
レ

製
也
。
相
伝
曰
、
天
皇
御
二

吉
野
ノ

宮
ニ一

、
日
―

暮
弾
レ

琴
有
レ

興
。
俄
―

尓
ノ

之
間

前
―

岫
ノ

之
下
、
雲
―

気
忽
ニ―

起
ル

。
疑
ラ
ク
ハ

如
二

高
―

唐
神
女
一

。
髣
髴
応
レ

曲
而
舞
。
独
リ

入
二

天
―

矚
一

他
―

人
無
レ

見
。
挙
ル
コ
ト

レ

袖
ヲ

五
―

変
、
故
ニ

ヲ

ト

メ

ト

モ

ヲ

ト

メ

サ

ヒ

ス

モ

カ

ラ

タ

マ

ヲ

タ

モ

ト

ニ

マ

キ

テ

ヲ

ト

メ

サ

ヒ

ス

モ

謂
二

之
ヲ

五
―

節
ト一

。
其
ノ

歌
ニ

曰
、
乎
度
綿
度
茂
邕
度
綿
左
備
須
茂
可
良
多
万
乎
多
茂
度
迩
麻
岐
底
乎
度
綿
左
備
須
茂
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
三
五
八
番
。
河
海
抄
、
巻
九
、
乙
通
女
の
巻
。

ヲ

ト

メ

サ

ヒ

ス

モ

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
河
海
抄
』「
天
皇
之
所
製
也
│
天
皇
之
所
制
也
」「
他
人
無
見
│
他
人
不
見
」「
邕
度
綿
左
備
須
茂
│

ヲ

ト

メ

サ

ヒ

ス

モ

邕
度
綿
左
備
須
毛
」。

﹇
訳
﹈

（
五
節
）

（
五
節
で
）
乙
女
子
が
立
っ
て
舞
う
今
日
の
儀
礼
に
も
模
倣
さ
れ
て
い
る
、
吉
野
の
山
間
で
山
藍
の
袖
（
を
五
回
、
神
女
が
翻
し
た
こ

と
）
だ
な
あ
。

き
よ
み
は
ら

河
海
抄
に
引
用
さ
れ
た
本
朝
月
令
に
よ
る
と
、
五
節
の
舞
は
浄
御
原
天
皇
（
天
武
天
皇
）
の
作
で
あ
る
。
相
伝
に
よ
る
と
、
天
皇

が
吉
野
宮
に
行
幸
し
て
、
日
が
暮
れ
琴
を
奏
で
て
楽
し
ん
で
い
た
。
少
し
す
る
と
、
前
の
山
頂
の
下
に
、
雲
気
が
突
然
起
こ
っ
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た
。（
天
皇
は
）
高
唐
の
神
女
の
よ
う
だ
と
怪
し
ん
だ
。（
神
女
は
）
あ
り
あ
り
と
見
え
て
、
曲
に
合
わ
せ
て
舞
う
。（
天
皇
だ
け
）

独
り
天
を
見
て
、
他
人
に
は
見
え
な
か
っ
た
。（
神
女
は
）
袖
を
挙
げ
て
五
回
翻
し
た
た
め
、
こ
れ
を
五
節
と
言
う
。
そ
の
歌
に

よ
る
と
、
乙
女
た
ち
は
乙
女
ら
し
く
ふ
る
ま
う
な
あ
。
美
し
い
玉
を
袂
に
ま
い
て
乙
女
ら
し
く
ふ
る
ま
う
な
あ
。

げ
つ
れ
い

﹇
考
察
﹈
３２２
・
３２３
番
歌
は
『
本
朝
月
令
』
に
記
さ
れ
た
五
節
の
起
源
の
内
容
を
踏
ま
え
る
。
３２３
番
歌
は
、
吉
野
の
山
で
舞
っ
た
神
女
が
袖

を
五
回
ひ
ら
め
か
し
た
こ
と
が
、
今
日
の
五
節
の
舞
に
も
模
倣
さ
れ
て
い
る
と
詠
む
。「
高
唐
神
女
」
と
は
『
文
選
』（
巻
十
九
、
情

賦
）
の
宋
玉
の
「
高
唐
賦
」「
神
女
賦
」
に
登
場
す
る
巫
山
の
神
女
を
意
味
す
る
。「
高
唐
賦
」
に
関
し
て
は
２６９
番
歌
、
参
照
。
当
歌
の

「
よ
し
の
ゝ
山
あ
ゐ
の
袖
」
は
「
吉
野
の
山
」
と
「
山
藍
の
袖
」
を
掛
け
る
。「
山
藍
」
は
草
の
名
で
、
葉
の
汁
を
薄
藍
色
の
染
料
に
用

い
る
。

を
と
め

か
ら
た
ま

た
も
と

﹇
参
考
﹈「
娘
子
ら
が

娘
子
さ
び
す
と

韓
玉
を

手
元
に
巻
か
し
」（
万
葉
集
、
巻
五
、
八
〇
四
番
、
山
上
憶
良
の
長
歌
）。（

北
井
達
也
）

仏
名
会

３２４
た
ふ
さ
よ
り
花
も
ひ
ら
く
る
春
や
今
三
世
の
仏
の
ひ
か
り
成
ら
ん

朗
詠
集
、
仏
名
、
菅
丞
相
。
香
ノ

自
二

禅
―

心
一

無
レ

用
レ

火
。
花
ハ

開
二

合
―

掌
一

不
レ

因
レ

春
ニ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
七
六
八
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
巻
上
、
冬
、
仏
名
、
三
九
四
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
和
漢
朗
詠
集
註
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

仏
名
会

（
合
掌
す
る
と
）
手
元
か
ら
（
心
の
）
花
も
開
く
春
こ
そ
、
今
や
三
世
の
仏
の
光
明
で
あ
る
だ
ろ
う
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
下
）・
雑
部
（
三
）
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和
漢
朗
詠
集
、
仏
名
、
菅
原
道
真
。
座
禅
で
精
神
を
統
一
し
た
心
で
あ
れ
ば
、
火
を
用
い
て
香
を
た
く
必
要
は
な
い
。
ま
た
、
心

か
ら
合
掌
し
て
仏
に
祈
れ
ば
心
の
花
が
開
き
、
春
を
待
っ
て
花
を
供
え
る
ま
で
も
な
い
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
、
菅
原
道
真
が
仏
名
会
の
時
に
詠
ん
だ
漢
詩
を
踏
ま
え
、
ま
だ
冬
だ
が
仏
名
会
で
合
掌
す
る
と
心
の
花
が
開
き
春
が
訪

み

よ

れ
、
仏
の
光
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
と
詠
む
。
当
歌
の
第
四
句
「
三
世
」
は
前
世
・
現
世
・
来
世
を
指
す
。

ぶ
つ
み
や
う
ゑ

﹇
参
考
﹈
歌
題
の
「
仏
名
」
と
は
仏
名
会
の
こ
と
。
陰
暦
十
二
月
十
九
日
よ
り
三
日
間
、
禁
中
お
よ
び
諸
寺
院
で
仏
名
経
を
誦
し
、
三
世

し
ょ
う
じ
ょ
う

十
方
の
諸
仏
の
名
号
を
唱
え
て
罪
障
を
懺
悔
す
る
法
会
。「
菅
丞
相
」
の
丞
相
は
天
子
を
助
け
て
政
治
を
行
な
う
最
高
の
官
。

（
北
井
達
也
）

３２５
む
さ
し
の
ゝ
草
も
仏
の
み
な
か
ら
に
と
な
ふ
る
三
世
の
外
の
た
ね
か
は

仏
名
経
曰
、
普
ク

礼
二

一
―

切
十
―

方
三
―

世
諸
仏
ヲ

、
三
―

塗
ノ

苦
―

息
国
―

豊
ナ
リ

云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
三
一
二
番
。
三
千
仏
名
経
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
三
千
仏
名
経
』「
三
塗
苦
息
│
願
三
塗
休
息
」。

﹇
訳
﹈

（
仏
名
会
）

武
蔵
野
の
草
で
あ
っ
て
も
仏
の
御
名
を
唱
え
れ
ば
、
生
き
た
ま
ま
仏
に
な
る
善
根
は
、
三
世
の
外
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
は
な
い
。

さ
ん
ず

仏
名
経
に
よ
る
と
、
広
く
一
切
十
方
の
三
世
諸
仏
を
礼
拝
す
れ
ば
、
三
途
の
苦
し
み
も
と
だ
え
、
国
も
豊
か
に
な
る
云
々
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
三
世
（
前
世
・
現
世
・
来
世
）
に
お
い
て
、
仏
名
を
唱
え
れ
ば
仏
身
に
な
れ
る
と
詠
む
。
結
句
の
「
種
」
は
「
仏
の
種
」

で
、
成
仏
す
る
た
め
の
善
根
・
功
徳
を
種
に
た
と
え
た
も
の
。「
草
」「
実
」「
種
」
が
縁
語
。
第
二
・
三
句
に
「
仏
の
御
名
」
と
「
身
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な
が
ら
」（
人
の
身
の
ま
ま
、
と
い
う
意
）
を
掛
け
る
。
ま
た
、
上
の
句
の
「
武
蔵
野
の
草
も
」
と
「
み
な
が
ら
」
は
、「
紫
の
ひ
と
も

と
ゆ
ゑ
に
武
蔵
野
の
草
も
み
な
が
ら
あ
は
れ
と
ぞ
見
る
」（
古
今
和
歌
集
、
巻
十
七
、
雑
、
八
六
七
番
、
詠
み
人
知
ら
ず
）
に
よ
る
。

﹇
参
考
﹈『
三
千
仏
名
経
』
は
出
典
の
一
節
を
含
む
過
去
荘
厳
劫
千
仏
名
経
の
ほ
か
、
現
在
賢
劫
千
仏
名
経
と
未
来
星
宿
劫
千
仏
名
経
よ
り

わ
れ
い
ま

構
成
さ
れ
る
。『
三
宝
絵
』
下
「
十
二
月

仏
名
」（
新
日
本
古
典
文
学
大
系

、
二
二
三
頁
）
に
仏
名
経
の
抄
訳
と
し
て
、「
我
今
諸

ね
が
は
く

さ
む
づ

や
め

仏
ヲ
ヲ
ガ
ミ
タ
テ
マ
ツ
ル
、
願
ハ
三
途
ノ
ヤ
ミ
ヲ
息
、
国
ユ
タ
カ
ニ
」
と
あ
る
。「
三
途
」
は
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
の
三
悪
道
。

（
小
森
一
輝
）

早
梅

３２６
雪
の
う
ち
に
ひ
と
り
も
春
を
白
波
の
名
に
立
梅
の
花
の
色
か
な

後
漢
書
。
霊
帝
紀
註
曰
、
黄
巾
郭
―

泰
等
起
二

於
西
河
ノ

白
―

波
―

谷
一

謂
二

之
ヲ

白
―

波
ノ

賊
ト一

云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
九
三
五
番
。
後
漢
書
、
第
九
、
献
帝
紀
、
中
平
六
年
十
月
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
後
漢
書
』「
謂
之
│
時
謂
之
」。

﹇
訳
﹈

早
梅

雪
の
中
で
ま
だ
誰
ひ
と
り
も
春
を
知
ら
な
い
の
に
、
白
波
が
立
つ
よ
う
に
、
名
を
揚
げ
る
梅
の
花
の
色
だ
な
あ
。

後
漢
書
の
霊
帝
紀
の
注
に
よ
る
と
、
黄
巾
賊
の
郭
泰
ら
が
西
河
の
白
波
谷
で
蜂
起
し
、
こ
れ
を
白
波
賊
と
言
っ
た
云
々
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
第
三
句
の
「
白
波
」
に
「
知
ら
な
」
を
掛
け
、
ま
た
「
立
つ
」
に
「
白
波
」
が
「
立
つ
」
と
「
名
に
立
つ
」（
評
判
に
な

る
）
を
重
ね
る
。

﹇
参
考
﹈『
後
漢
書
』
の
「
白
波
賊
」
か
ら
「
白
波
」
は
盗
賊
の
異
称
に
な
る
。
な
お
「
霊
帝
紀
註
曰
」
と
あ
る
が
、『
後
漢
書
』
第
八
、

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
下
）・
雑
部
（
三
）
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霊
帝
紀
（
長
澤
規
矩
也
『
和
刻
本
正
史

後
漢
書
』
古
典
研
究
会

一
九
九
一
年
）
に
は
、「
黄
巾
ノ

余
―

賊
郭
大
等
起
テ二

於
西
河
ノ

白
波

谷
ニ一

寇
ス二

太
原
河
東
ニ一

」（
中
平
五
年
二
月
）、「
南
単
于
叛
与
二

白
波
賊
一

寇
レ

東
」（
同
年
九
月
）
と
あ
り
本
文
が
一
致
し
な
い
の
で
、
出
典

は
献
帝
紀
と
し
た
。

（
小
森
一
輝
）

年
内
早
梅

柏
３２７
と
し
さ
む
き
松
を
は
い
は
し
霜
雪
に
先
あ
ら
は
る
ゝ
梅
の
一
花

朗
詠
集
句
、
見
于
秋
部
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
二
三
六
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
雪
に
│
雪
の
」。

﹇
訳
﹈

年
内
の
早
梅

寒
い
冬
に
（
緑
を
保
つ
）
松
に
つ
い
て
は
（
そ
の
美
徳
が
説
か
れ
て
い
る
か
ら
）
も
う
言
う
ま
で
も
な
い
。
霜
や
雪
の
中
か
ら
真
っ
先

に
咲
く
梅
の
一
輪
（
は
格
別
だ
な
あ
）。

和
漢
朗
詠
集
の
句
で
、
秋
の
部
に
見
え
る
。（
１６６
番
歌
、
参
照
。）

﹇
参
考
﹈
当
歌
の
初
句
「
と
し
さ
む
き
」
は
、「
子
曰
、
歳
寒
然
後
知
二

松
柏
之
後
一レ

凋
也
」（『
論
語
』
子
罕
）
に
よ
る
。
寒
い
冬
に
他
の

植
物
は
し
お
れ
て
も
、
松
や
児
手
柏
は
緑
の
色
を
保
つ
と
い
う
意
味
。

（
小
森
一
輝
）

冬
歌
中

３２８
年
く
る
ゝ
な
や
ら
ふ
外
へ
弓
矢
と
て
手
も
ふ
れ
ぬ
世
に
か
へ
る
時
か
も

― ９９ ―
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﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
二
二
七
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
な
や
ら
ふ
外
へ
│
な
や
ら
ふ
外
は
」。

﹇
訳
﹈

冬
歌
の
中

お
に
や
ら
い

年
の
暮
れ
に
鬼
遣
を
す
る
以
外
に
は
、
弓
矢
に
手
も
触
れ
な
い
（
平
和
な
）
世
の
中
に
戻
っ
た
時
世
で
あ
る
な
あ
。

な

や

つ
い
な

﹇
考
察
﹈
第
二
句
「
儺
遣
ら
ふ
」
の
「
儺
」
は
鬼
、「
遣
ら
ふ
」
は
追
い
払
う
と
い
う
意
味
。
疫
鬼
を
追
い
払
う
中
国
の
追
儺
の
行
事
が
日

本
に
伝
わ
り
、
宮
中
で
は
大
晦
日
の
夜
、
鬼
に
扮
し
た
舎
人
を
殿
上
人
ら
が
桃
の
杖
と
桃
の
弓
、
芦
の
矢
で
追
い
か
け
て
逃
走
さ
せ
る

と
い
う
儀
式
に
な
っ
た
。
江
戸
時
代
の
初
め
に
は
廃
絶
し
た
が
、
各
地
の
社
寺
や
民
間
に
は
節
分
の
行
事
と
し
て
今
も
伝
わ
り
、
豆
ま

き
を
す
る
。
追
儺
に
つ
い
て
は
、
３２９
番
歌
の
出
典
を
参
照
。

（
松
本
匡
由
）

追
儺

碧
３２９
お
し
ま
す
や
こ
よ
ひ
な
や
ら
ふ
芦
の
矢
の
あ
し
か
ら
す
し
て
く
る
ゝ
一
年

追
儺
。
江
次
第
曰
、
陰
陽
寮
以
二

桃
杖
弓
芦
矢
一ヲ

進
二

上
卿
以
下
一

云
云
。

張
衡
、
東
京
ノ

賦
曰
、
卒
―リ
ノ

歳
ニ

大
―ニ

儺
駆
│二

除
群
―

癘
一ヲ

云
云
。
桃
―ノ

弧
棘
ノ

矢
所
レ

発
無
レ

。

﹇
出
典
﹈
該
当
歌
な
し
。
江
家
次
第
、
巻
一
一
、
一
二
月
、
追
儺
。
文
選
、
賦
篇
上
、
一
七
三
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
江
家
次
第
』
ナ
シ
。『
文
選
』「
驅
除
│

除
」。

﹇
訳
﹈

追
儺

あ

惜
し
く
は
思
わ
な
い
な
あ
。
今
夜
、
追
儺
を
す
る
た
め
に
芦
の
矢
を
放
つ
が
、
芦
の
矢
の
「
悪
し
」
で
は
な
い
が
、
悪
い
こ
と
は
な
く

暮
れ
て
い
く
一
年
を
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
下
）・
雑
部
（
三
）
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追
儺
。
江
家
次
第
に
よ
る
と
、
陰
陽
寮
は
桃
の
杖
、
弓
、
芦
の
矢
を
用
意
し
て
、
上
卿
以
下
の
人
々
に
さ
し
あ
げ
る
云
々
。

お
に
や
ら
い

い
ば
ら

張
衡
の
東
京
賦
に
よ
る
と
、
年
の
暮
れ
に
、
盛
大
に
鬼
遣
の
儀
が
催
さ
れ
、
諸
々
の
悪
鬼
を
た
た
き
出
す
云
々
。
桃
の
弓
に
棘

の
矢
を
つ
が
え
、
と
こ
ろ
定
め
ず
矢
を
飛
ば
す
。

﹇
考
察
﹈
３２８
番
歌
と
同
じ
く
、『
江
家
次
第
』
と
張
衡
『
東
京
賦
』
に
あ
る
追
儺
の
内
容
を
踏
ま
え
、
宮
中
の
年
暮
の
様
子
を
詠
む
。
当
歌

ま
と

は
追
儺
に
用
い
る
芦
の
矢
の
「
芦
」
が
「
悪
し
」
を
導
く
。『
東
京
賦
』
の
本
文
で
「

」
は
弓
の
的
を
意
味
す
る
。『
江
家
次
第
』
の

な
か
つ
か
さ
し
ょ
う

「
陰
陽
寮
」
と
は
大
宝
・
養
老
令
制
下
の
官
司
、
中
務
省
の
被
管
で
、
天
文
・
気
象
の
観
測
や
、
暦
の
作
成
、
時
刻
の
測
定
な
ど
を

職
掌
と
す
る
。

﹇
参
考
﹈
出
典
の
「
江
次
第
」
こ
と
『
江
家
次
第
』
は
平
安
後
期
の
有
職
故
実
書
。
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
頃
の
成
立
。
関
白
藤
原
師

通
の
依
頼
に
よ
り
大
江
匡
房
が
、
恒
例
、
臨
時
の
儀
式
や
行
事
に
つ
い
て
詳
述
し
た
も
の
。
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
跋
の
版
本
を
使

用
。張

衡
は
後
漢
の
文
人
、
科
学
者
。
安
帝
に
招
か
れ
太
史
令
と
な
り
、
一
種
の
天
球
儀
で
あ
る
「
渾
天
儀
」
や
地
震
計
の
よ
う
な
「
侯

風
地
動
儀
」
な
ど
を
製
作
。
ま
た
賦
文
も
巧
み
で
「
二
京
賦
」（
洛
陽
を
描
い
た
「
東
京
賦
」
と
長
安
を
描
い
た
「
西
京
賦
」）
や
「
帰

田
賦
」
が
あ
る
。

（
松
本
匡
由
）

河
歳
暮

３３０
立
田
川
も
み
ち
も
花
も
な
か
れ
て
は
よ
る
の
に
し
き
と
く
る
ゝ
年
か
な

漢
書
。
朱
買
臣
伝
云
、
上
拝
二

買
―

臣
ヲ

会
稽
ノ

太
守
ニ一

。
上
謂
二

買
臣
一

曰
、「
富
―

貴
ニ
シ
テ

不
ル
ハ
レ

帰
二

故
郷
ニ一

如
二

衣
テレ

繡
ヲ

夜
―

行
一

。
今
、
子

― １０１ ―
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如
―

何
」。
買
―

臣
頓
―

首
シ
テ

謝
ス

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
七
七
六
番
。
漢
書
、
巻
六
四
、
朱
買
臣
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
漢
書
』「
如
何
│
何
如
」「
謝
│
辞
謝
」。

﹇
訳
﹈

河
の
歳
暮

立
田
川
に
（
錦
の
よ
う
に
美
し
い
）
紅
葉
や
花
が
流
れ
て
も
、
夜
は
見
え
ず
甲
斐
が
な
い
よ
う
に
、
は
か
な
く
暮
れ
る
年
で
あ
る
な

あ
。

漢
書
の
朱
買
臣
伝
に
よ
る
と
、
主
上
は
朱
買
臣
を
会
稽
郡
の
太
守
に
任
命
し
た
。
主
上
が
買
臣
に
言
う
に
は
、「
財
を
な
し
、
高

位
に
つ
い
て
故
郷
へ
帰
ら
な
い
の
は
、
錦
の
衣
を
着
て
夜
道
を
行
く
の
と
同
じ
だ
。
今
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
思
う
か
」。
朱

買
臣
は
頭
を
地
に
す
り
つ
け
て
拝
礼
し
、
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

﹇
考
察
﹈『
漢
書
』
列
伝
の
朱
買
臣
伝
は
、
朱
買
臣
が
東
越
討
伐
の
た
め
会
稽
郡
の
太
守
に
任
命
さ
れ
た
場
面
。
錦
の
衣
を
着
て
夜
道
を
歩

い
て
も
誰
に
も
気
づ
い
て
も
ら
え
な
い
こ
と
か
ら
転
じ
て
、「
夜
の
錦
」
は
立
身
出
世
や
成
功
を
収
め
て
も
人
に
知
っ
て
も
ら
え
な
い

こ
と
の
例
え
。
ま
た
無
意
味
な
こ
と
、
甲
斐
の
な
い
こ
と
の
比
喩
。
例
「
見
る
人
も
な
く
て
散
り
ぬ
る
奥
山
の
紅
葉
は
夜
の
錦
な
り
け

り
」（
古
今
和
歌
集
、
巻
五
、
秋
下
、
二
九
七
番
、
紀
貫
之
）。
当
歌
に
詠
ま
れ
た
竜
田
川
は
紅
葉
の
名
所
。
な
お
『
史
記
』
項
羽
伝
に

は
「
富
貴
不
帰
故
郷
、
如
衣
錦
夜
行
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
楚
の
項
羽
が
秦
の
都
、
咸
陽
を
攻
略
し
た
際
、
臣
下
の
韓
生
が
そ
こ
に
遷
都

す
る
こ
と
を
勧
め
た
が
、
項
羽
は
帰
郷
の
心
が
強
く
、
そ
れ
を
否
定
し
た
こ
と
か
ら
出
た
言
葉
。

﹇
参
考
﹈
異
同
の
確
認
に
は
明
暦
（
一
六
五
五
〜
一
六
五
七
年
）
刊
本
（『
和
国
本
正
史

漢
書

二
』
汲
古
書
院
、
一
九
七
二
年
）
を
使

用
。
雪
玉
集
の
歌
肩
に
は
「
永
正
三
十
二
御
月
次
」
と
あ
り
、
当
歌
は
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
十
二
月
の
月
次
歌
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
下
）・
雑
部
（
三
）
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（
村
上
泰
規
）

家
々
歳
暮

３３１
春
を
ま
つ
家
ゐ
は
さ
そ
な
数
な
ら
ぬ
垣
ね
の
う
ち
も
年
そ
く
れ
ぬ
る

初
子
の
巻
の
詞
、
ま
へ
に
見
え
た
り
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
八
〇
九
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

家
々
の
歳
暮

春
を
待
つ
家
（
の
人
）
は
さ
ぞ
か
し
（
年
が
暮
れ
春
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
る
だ
ろ
う
）。
物
の
数
に
も
入
ら
な
い
低
い
身
分
の
者
の

（
住
む
家
の
）
垣
根
の
中
に
も
、
年
は
暮
れ
る
の
だ
な
あ
。

初
音
の
巻
の
言
葉
は
、
前
に
見
え
て
い
る
。（

番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈
当
歌
は

番
歌
と
同
様
、
光
源
氏
の
造
営
し
た
六
条
院
が
初
め
て
新
年
を
迎
え
、
そ
の
庭
の
景
色
を
描
写
し
た
場
面
を
踏
ま
え

る
。
初
音
の
巻
頭
に
は
、「
年
た
ち
か
へ
る
朝
の
空
の
け
し
き
、
な
ご
り
な
く
曇
ら
ぬ
う
ら
ら
け
さ
に
は
、
数
な
ら
ぬ
垣
根
の
内
だ
に
、

雪
間
の
草
若
や
か
に
色
づ
き
は
じ
め
」
と
あ
る
が
、
当
歌
は
歳
暮
の
歌
に
詠
み
替
え
た
。

（
村
上
泰
規
）

舟
中
除
夜

３３２
か
め
の
う
へ
の
山
を
あ
ひ
み
る
舟
な
ら
は
老
せ
し
物
を
年
は
く
る
と
も

白
氏
文
集
。
不
ン
ハ
レ

見
二

蓬
―

莱
ヲ一

不
二

敢
テ―

帰
一

、
童
―

男
丱
―

女
舟
中
ニ

老
タ
リ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
六
二
二
番
。
白
氏
文
集
、
巻
三
、
新
楽
府
、
海
漫
漫
。

― １０３ ―
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﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
白
氏
文
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

舟
中
の
除
夜

巨
大
な
亀
の
背
に
あ
る
と
い
う
蓬
莱
山
を
共
に
見
る
舟
な
ら
ば
、（
不
老
不
死
に
な
れ
て
）
年
が
暮
れ
て
も
老
い
る
こ
と
は
な
い
の
に
。

白
氏
文
集
。
蓬
莱
を
見
な
け
れ
ば
決
し
て
帰
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
童
男
童
女
た
ち
は
舟
の
中
で
老
い
て
い
く
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
の
「
亀
の
上
の
山
」
は
蓬
莱
山
を
指
す
。『
列
子
』
湯
問
篇
に
よ
る
と
、
渤
海
の
遥
か
東
に
底
な
し
の
谷
が
あ
り
、
そ
の
中

に
あ
る
五
つ
の
山
の
う
ち
の
一
つ
が
蓬
莱
山
。
そ
こ
に
は
玉
の
木
が
群
生
し
て
、
そ
の
果
実
は
美
味
で
、
食
す
と
不
老
不
死
に
な
る
と

い
う
。
五
つ
の
山
は
も
と
も
と
繋
が
っ
て
お
ら
ず
、
常
に
波
に
漂
っ
て
い
た
の
で
、
天
帝
が
十
五
匹
の
大
き
な
亀
の
頭
上
に
五
山
を
載

せ
、
入
れ
替
わ
り
三
交
代
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
六
万
年
で
一
回
り
す
る
よ
う
に
さ
せ
た
。

『
白
氏
文
集
』
は
『
史
記
』
始
皇
帝
本
紀
第
六
の
記
事
を
踏
ま
え
る
。
秦
の
始
皇
帝
二
十
八
年
に
斉
人
の
徐
福
が
、「
海
中
に
仙
人
の

住
む
神
山
が
あ
る
」
と
始
皇
帝
に
上
書
し
た
の
で
、
数
千
人
の
童
男
童
女
と
共
に
出
発
さ
せ
、
仙
人
を
求
め
さ
せ
た
。『
白
氏
文
集
』

は
始
皇
帝
の
派
遣
し
た
童
男
童
女
が
蓬
莱
を
求
め
、
舟
の
中
で
老
い
て
い
く
様
子
を
詠
み
、
根
拠
の
な
い
仙
人
を
求
め
る
こ
と
を
戒
め

か
ん
じ
ょ

る
。「
丱
女
」
と
は
、
揚
巻
に
結
っ
た
童
女
の
こ
と
。『
注
好
撰
』
下
巻
の
「
巨
鼇
負
蓬
莱
、
第
二
十
九
」
に
も
童
男
丱
女
の
記
事
を
載

せ
る
。

当
歌
は
こ
れ
ら
の
故
事
を
踏
ま
え
、
蓬
莱
山
を
目
指
す
舟
の
中
で
除
夜
を
迎
え
る
と
い
う
設
定
。
蓬
莱
山
を
見
つ
け
ら
れ
れ
ば
、
不

老
不
死
の
仙
人
に
な
り
年
老
い
る
こ
と
は
な
い
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
た
め
に
舟
の
中
で
除
夜
を
迎
え
て
年
を
取
る
様
子
を
詠
む
。

﹇
参
考
﹈「
亀
の
上
の
山
も
た
づ
ね
じ
舟
の
う
ち
に
老
い
せ
ぬ
名
を
ば
こ
こ
に
残
さ
む
」（
源
氏
物
語
、
胡
蝶
の
巻
、
一
六
七
頁
。
船
楽
の

場
面
）。 『

三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
下
）・
雑
部
（
三
）

― １０４ ―



（
村
上
泰
規
）

雑
旅

６３５
な
に
こ
と
も
よ
く
成
ぬ
と
の
こ
と
つ
て
を
故
郷
人
に
き
く
か
う
れ
し
き

い
せ
物
語
。「
何
事
も
み
な
、
よ
く
な
り
に
け
り
」
と
な
ん
、
い
ひ
や
り
け
る
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
一
四
五
番
。
伊
勢
物
語
、
一
一
六
段
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
う
れ
し
き
│
う
れ
し
さ
」。『
伊
勢
物
語
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

旅

「
何
事
も
み
な
良
く
な
っ
た
」
と
い
う
伝
言
を
、
郷
里
の
人
か
ら
聞
く
の
は
う
れ
し
い
な
あ
。

伊
勢
物
語
。「
何
事
も
み
な
良
く
な
っ
た
」
と
言
い
送
っ
た
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
伊
勢
物
語
』
は
、
旅
に
出
た
男
が
京
に
い
る
人
に
送
っ
た
手
紙
の
一
節
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
当
歌
で
は
、
旅
の
途
中
で
出
会
っ

た
同
郷
の
人
か
ら
伝
言
を
聞
い
た
時
の
嬉
し
さ
を
詠
む
。

（
島
田
薫
）

海
路

６３６
浪
か
せ
は
哀
も
か
け
し
大
し
ま
の
う
ら
み
を
た
れ
に
う
た
ふ
舟
人

玉
か
つ
ら
の
巻
云
、
舟
子
と
も
の
あ
ら
�
�
し
き
声
に
て
、「
う
ら
か
な
し
く
も
遠
く
来
に
け
る
か
な
」
と
う
た
ふ
を
聞
ま
ゝ
に
、

― １０５ ―
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ふ
た
り
さ
し
む
か
ひ
て
な
き
け
り
。
舟
人
も
た
れ
を
こ
ふ
と
か
お
ほ
し
ま
の
浦
か
な
し
け
に
声
の
き
こ
ゆ
る

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
八
〇
八
七
番
。
源
氏
物
語
、
玉
鬘
巻
、
九
〇
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
浪
│
波
」。『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

海
路

波
風
は
あ
わ
れ
み
の
情
も
か
け
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
。
多
く
の
恨
み
を
誰
に
寄
せ
て
歌
う
の
だ
ろ
う
か
、
大
島
の
浦
の
船
人
は
。

玉
鬘
の
巻
に
よ
る
と
、
船
子
た
ち
が
荒
々
し
い
声
で
、「
う
ら
悲
し
く
も
遠
く
来
に
け
る
か
な
」
と
歌
う
の
を
聞
く
と
、
娘
二
人

は
顔
を
見
合
わ
せ
て
泣
い
た
。
船
人
も
誰
を
恋
し
が
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
大
島
の
浦
を
過
ぎ
つ
つ
う
ら
悲
し
そ
う
に
歌
う

声
が
聞
こ
え
る
な
あ
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
、
玉
鬘
の
乳
母
の
娘
た
ち
が
筑
紫
へ
下
向
す
る
船
旅
の
中
で
船
子
た
ち
の
歌
を
聞
き
、
京
へ
の
思
い
や
旅
の
心

細
さ
を
和
歌
に
詠
む
場
面
。
当
歌
は
「
大
島
」
に
「
多
し
」、「
恨
み
」
に
「
浦
」
を
掛
け
る
。

﹇
参
考
﹈「
浪
風
は
あ
は
れ
も
か
け
じ
お
ほ
島
の
う
ら
み
を
た
れ
に
こ
た
ふ
舟
人
」（
雪
玉
集
、
五
八
八
三
番
）。

（
島
田
薫
）

夕
旅

６３７
夕
こ
り
の
岩
か
ね
さ
む
し
わ
か
馬
の
く
ろ
か
み
山
は
木
々
の
下
露

詩
経
。
陟
二

彼
ノ

高
―

岡
ニ一

我
カ―

馬
玄
―

黄
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
七
四
一
番
。
詩
経
（
上
）、
国
風
、
巻
耳
、
二
二
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
詩
経
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

夕
旅

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
下
）・
雑
部
（
三
）

― １０６ ―



夕
方
に
凝
り
固
ま
っ
た
霜
や
雪
が
つ
い
て
い
る
大
き
な
岩
で
寝
る
の
は
寒
い
。
私
の
馬
の
黒
い
た
て
が
み
は
、
黒
髪
山
の
木
々
か
ら
し

た
た
り
落
ち
る
露
（
で
黄
葉
す
る
よ
う
に
黄
色
く
な
っ
た
な
あ
）。

詩
経
。
あ
の
高
い
尾
根
に
登
れ
ば
、
私
の
黒
馬
は
疲
れ
弱
っ
て
毛
色
が
黄
色
み
を
帯
び
て
し
ま
う
。

た
て
が
み

﹇
考
察
﹈『
詩
経
』
は
出
征
の
過
酷
さ
を
歌
っ
た
箇
所
。
当
歌
は
「
岩
が
根
」（
大
き
な
岩
）
に
「
寝
」、「
黒
髪
山
」
に
馬
の
黒
髪
（
鬣
の

ふ
た
ら
や
ま

意
）
を
掛
け
る
。「
黒
髪
山
」
は
二
荒
山
（
栃
木
県
日
光
山
）
や
佐
保
山
（
奈
良
市
）
な
ど
諸
説
あ
る
。
和
歌
の
世
界
で
は
、
露
や
時

雨
が
葉
を
黄
色
や
赤
に
染
め
る
と
詠
む
。

し
た
ば

﹇
参
考
﹈「
白
露
も
時
雨
も
い
た
く
も
る
山
は
下
葉
残
ら
ず
色
づ
き
に
け
り
」（
古
今
和
歌
集
、
巻
五
、
秋
下
、
二
六
〇
番
、
紀
貫
之
）。

（
島
田
薫
）

薙
草
通
三
径

６３８
誰
を
今
松
の
緑
も
白
き
く
も
あ
れ
に
し
ま
ゝ
の
道
を
は
ら
は
ん

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
一
三
七
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

な

﹇
訳
﹈

草
を
薙
ぎ
、
三
つ
の
道
を
通
る

誰
を
今
、
待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
松
の
緑
と
白
菊
が
あ
っ
た
所
も
荒
れ
果
て
た
ま
ま
だ
が
、
三
つ
の
道
の
草
を
払
い
の
け
（
て
会

い
に
出
か
け
）
よ
う
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
「
松
」
に
「
待
つ
」
を
掛
け
、
光
源
氏
を
待
ち
続
け
た
末
摘
花
の
荒
屋
を
、
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
源
氏
の
立
場
で
詠
む
。

（
松
田
望
）

６３９
里
は
あ
れ
ぬ
い
つ
れ
か
三
の
道
そ
と
も
わ
か
ぬ
蓬
を
は
ら
ひ
か
ね
つ
ゝ

― １０７ ―
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蒙
求
。
三
輔
決
録
曰
、
カ

舎
―

中
竹
―

下
ニ

開
二

三
―

逕
ヲ一

。

帰
去
来
辞
。
三
―

径
就
テレ

荒
ニ

松
―

菊
猶
ヲ

存
セ
リ

。

蓬
生
巻
。
い
つ
れ
か
、
此
さ
ひ
し
き
宿
に
も
、
か
な
ら
す
分
た
る
あ
と
あ
な
る
三
の
道
と
た
と
る
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
六
一
二
番
。
蒙
求
、
蔣

三
逕
、
三
八
八
頁
。
文
選
、
帰
去
来
、
四
五
四
頁
。
源
氏
物
語
、
蓬
生
巻
、
三
三
八
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
文
選
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。『
蒙
求
』「
舎
中
│
舍
中
」。

﹇
訳
﹈

（
草
を
薙
ぎ
、
三
つ
の
道
を
通
る
）

我
が
家
の
庭
は
荒
れ
て
し
ま
っ
た
。
ど
れ
が
三
つ
の
道
か
と
も
分
か
ら
な
い
ほ
ど
茂
っ
て
い
る
蓬
を
払
い
退
け
る
の
に
苦
労
し
て
い
る

よ
。

蒙
求
。
三
輔
決
録
に
よ
る
と
、

は
屋
敷
内
の
竹
林
の
も
と
に
三
本
の
小
道
を
開
い
た
。

帰
去
来
辞
。
三
つ
の
小
道
へ
向
か
う
と
、
あ
た
り
は
荒
れ
果
て
て
い
る
が
松
や
菊
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
。

蓬
生
の
巻
。
ど
れ
だ
ろ
う
か
、
こ
の
よ
う
な
わ
び
し
い
邸
に
も
、
必
ず
踏
み
分
け
た
跡
が
あ
る
は
ず
の
三
つ
の
道
は
、
と
探
し
当

て
て
行
く
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
蒙
求
』
は
蔣

が
、
竹
林
の
中
に
三
つ
の
道
を
造
っ
た
話
。
松
・
菊
・
竹
を
植
え
た
こ
と
か
ら
「
三
径
」
は
隠
者
の
庭
園
の
小

道
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。「
帰
去
来
辞
」
は
陶
淵
明
が
役
人
生
活
か
ら
逃
れ
、
帰
郷
し
た
家
の
庭
の
松
や
菊
を
見
て
喜
ぶ
も
の
。『
源

氏
物
語
』
は
須
磨
か
ら
帰
京
し
て
も
通
っ
て
こ
な
く
な
っ
た
光
源
氏
を
、
生
活
に
余
裕
が
な
く
な
り
草
が
生
い
茂
る
家
で
待
ち
続
け
た

末
摘
花
を
描
く
。
当
歌
は
、
長
ら
く
訪
れ
な
か
っ
た
家
の
荒
れ
果
て
た
庭
に
生
い
茂
る
蓬
を
詠
む
。
蓬
は
和
歌
で
は
、
荒
廃
し
た
邸
宅

に
生
え
る
も
の
と
さ
れ
る
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
下
）・
雑
部
（
三
）

― １０８ ―



（
松
田
望
）

故
郷

６４０
ふ
る
さ
と
ゝ
い
ふ
へ
く
も
あ
ら
す
む
つ
ま
し
き
名
も
藤
原
の
花
の
都
は

日
本
紀
。
持
統
天
皇
紀
曰
、
八
年
十
二
月
庚
戌
朔
乙
卯
、
遷
二

居
藤
原
ノ

宮
ニ一

。
戊
午
百
―

官
拝
―

朝
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
三
四
九
番
、
六
五
六
六
番
。
日
本
書
紀
、
巻
第
三
〇
、
持
統
天
皇
、
五
四
八
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
日
本
書
紀
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

昔
の
都

旧
都
と
は
呼
べ
な
い
な
あ
。
名
前
か
ら
し
て
藤
原
氏
に
な
じ
み
が
あ
る
藤
の
花
の
都
、
藤
原
京
は
。

日
本
紀
の
持
統
天
皇
紀
に
よ
る
と
、
八
年
十
二
月
の
庚
戌
朔
の
乙
卯
（
六
日
）
に
、
藤
原
宮
に
遷
居
な
さ
れ
た
。
戊
午
（
九
日
）

に
、
百
官
が
天
皇
を
拝
し
た
。

﹇
考
察
﹈『
日
本
書
紀
』
は
持
統
天
皇
八
年
（
六
九
四
年
）、
藤
原
宮
へ
の
遷
都
を
記
す
。
当
歌
は
「
藤
原
」
に
藤
原
氏
と
そ
の
象
徴
で
あ

る
植
物
の
藤
を
掛
け
、
藤
原
宮
へ
の
親
し
み
を
詠
む
。

（
金
子
将
大
）

商
山

６４１
見
し
人
は
春
の
都
に
出
は
て
ゝ
月
ひ
と
り
す
む
秋
の
山
か
け

四
皓
事
実
、
註
于
山
家
路
。

大
明
一
統
志
、
三
十
二
、
西
―

安
―

府
。
商
洛
山
ハ

在
二

商
―

縣
ノ

東
南
九
十
里
一

。
亦
名
二

楚
―

山
ト一

。
即
秦
ノ

時
、
四
―

皓
隠
―ル

処
云
云
。

― １０９ ―
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﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
八
一
二
五
番
。
大
明
一
統
志
、
三
二
巻
、
西
安
府
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
大
明
一
統
志
』「
商
縣
│
商
州
」。

﹇
訳
﹈

商
山

顔
見
知
り
の
人
は
み
な
春
の
都
に
出
て
行
っ
て
し
ま
い
、
月
だ
け
が
澄
み
き
っ
て
住
ん
で
い
る
秋
の
山
陰
だ
な
あ
。

四
皓
の
事
柄
は
、「
山
家
路
」
に
注
し
た
（
５８７
番
歌
、
参
照
）。

大
明
一
統
志
、
第
三
十
二
巻
、
西
安
府
。
商
洛
山
は
商
縣
の
東
南
九
十
里
に
あ
る
。
ま
た
楚
山
と
も
呼
ぶ
。
す
な
わ
ち
秦
の
時
代

に
四
皓
が
隠
れ
た
場
所
で
あ
る
云
々
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
、
世
を
逃
れ
て
商
山
に
隠
れ
た
四
皓
（
四
人
の
老
人
）
が
乞
わ
れ
て
都
に
出
た
あ
と
、
月
だ
け
が
「
す
む
」（「
澄
む
」

と
「
住
む
」
を
掛
け
る
）
状
況
を
詠
む
。

﹇
参
考
﹈『
大
明
一
統
志
』
は
中
国
、
明
代
に
国
家
事
業
と
し
て
編
集
さ
れ
た
地
理
書
。
そ
の
本
文
異
同
に
は
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
版

『
和
刻
本

大
明
一
統
志
』
を
使
用
。

（
金
子
将
大
）

書

６４２
む
す
ひ
て
も
縄
は
其
世
に
く
ち
ぬ
へ
し
な
か
き
た
め
し
や
水
く
き
の
道

史
記
。
太
皥
庖
犧
氏
、
風
姓
。
代
二

燧
―

人
―

氏
ニ一

、
継
レ

天
而
王
云
云
。
造
二

書
―

契
ヲ一

、
以
テ

代
フ二

結
―

縄
ノ

之
政
ニ一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
八
五
番
。
史
記
、
三
皇
本
紀
、
一
七
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
史
記
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

書
『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
下
）・
雑
部
（
三
）

― １１０ ―



結
ん
で
も
縄
は
そ
の
時
代
に
朽
ち
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。（
そ
れ
に
対
し
て
）
長
く
続
く
例
だ
な
あ
、
筆
の
道
は
。

史
記
。
太
皥
庖
犧
氏
は
姓
を
風
と
い
っ
た
。
燧
人
氏
に
代
わ
り
、
王
位
を
継
い
で
王
に
な
っ
た
云
々
。
文
書
契
約
の
や
り
方
（
木

や
骨
に
文
字
を
書
い
て
約
束
す
る
こ
と
）
を
作
り
、
結
縄
の
政
（
文
字
が
な
か
っ
た
時
代
に
大
事
に
は
太
い
縄
を
、
小
事
に
は
細

い
縄
を
結
び
、
意
思
を
伝
達
し
た
古
代
の
政
治
）
に
代
え
た
。

﹇
考
察
﹈『
史
記
』
に
よ
る
と
三
皇
（
庖
犧
氏
・
神
農
氏
・
女
媧
氏
）
の
庖
犧
氏
は
、
結
縄
を
止
め
て
文
書
契
約
に
改
め
た
。
当
歌
は
こ
れ

を
踏
ま
え
、
縄
は
結
ん
で
も
す
ぐ
に
朽
ち
る
が
、
書
は
長
い
間
残
る
こ
と
を
詠
む
。「
水
茎
」
は
筆
、
筆
跡
、
手
紙
を
意
味
す
る
。

﹇
参
考
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
は
歌
肩
に
「
文
明
十
五
自
三
月
三
日
至
六
月
十
三
日
着
到
」
と
あ
り
、
当
歌
は
文
明
十
五
年
（
一
四
八
三

年
）
の
着
到
和
歌
。
着
到
和
歌
は
百
日
の
間
（
こ
の
場
合
は
三
月
三
日
〜
六
月
十
三
日
）、
複
数
の
参
加
者
が
指
定
の
場
所
に
集
ま
り
、

定
め
ら
れ
た
題
で
毎
日
一
首
ず
つ
詠
む
方
式
。

（
金
子
将
大
）

硯

６４３
墨
筆
を
さ
そ
あ
た
物
と
み
る
石
の
を
の
れ
し
つ
か
に
世
を
尽
し
つ
ゝ

古
硯
銘
曰
、
硯
ト

与
二ト
ハ

筆
―

墨
一

、
蓋
シ

気
―

類
ナ
リ

也
。
出
―

処
モ

相
―

近
、
任
―

用
寵
―

遇
モ

相
―

近
シ

也
。
独
リ

寿
―

夭
不
二

相
―

近
一

也
。
筆
ノ

之
寿
ハ

以
レ

日
計
ヘ

、
墨
ノ

之
寿
ハ

以
レ

月
計
ヘ

、
硯
ノ

之
寿
ハ

以
レ

世
計
フ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
八
七
番
。
古
文
真
宝
後
集
、
巻
五
、
古
硯
銘
、
二
五
五
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
古
文
真
宝
後
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

硯

― １１１ ―

『
三
玉
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』
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三
）



（
硯
は
）
墨
や
筆
を
さ
ぞ
や
、
は
か
な
い
も
の
と
眺
め
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
硯
自
身
は
心
静
か
に
生
涯
を
送
り
な
が
ら
。

古
硯
銘
に
よ
る
と
、
硯
と
筆
墨
と
は
思
う
に
性
質
も
働
き
も
同
じ
仲
間
で
あ
る
。
出
て
働
く
と
き
も
家
で
休
む
と
き
も
互
い
に
近

く
に
い
る
し
、
使
わ
れ
て
大
事
に
さ
れ
る
こ
と
も
似
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
生
命
の
長
短
だ
け
は
似
て
い
な
い
。
筆
の
い
の
ち

は
日
に
ち
で
数
え
、
墨
の
い
の
ち
は
月
で
数
え
（
る
ほ
ど
短
い
が
）、
硯
の
い
の
ち
は
世
代
で
数
え
る
（
ほ
ど
長
い
）。

﹇
考
察
﹈
唐
子
西
の
「
古
硯
銘
」
で
は
、
鋭
く
よ
く
動
く
筆
や
墨
の
命
は
短
い
が
、
鈍
く
静
か
な
硯
の
命
は
長
い
こ
と
か
ら
、
硯
の
よ
う

に
静
か
に
生
き
る
こ
と
が
養
生
の
法
で
あ
る
と
説
く
。

﹇
参
考
﹈「
古
硯
銘
」
に
刻
ま
れ
た
銘
の
本
文
は
以
下
の
通
り
。「
不
レ

能
レ

鋭
、
因
以
レ

鈍
為
レ

体
。
不
レ

能
レ

動
、
因
以
レ

静
為
レ

用
。
惟
其
然
、

是
以
能
永
年
。」﹇
訳
﹈「
私
は
鋭
く
な
れ
な
い
の
で
、
鈍
い
こ
と
を
わ
が
本
体
と
す
る
。
私
は
動
け
な
い
の
で
、
静
か
で
あ
る
こ
と
を

自
分
の
作
用
と
す
る
。
た
だ
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
性
質
に
よ
り
永
年
の
命
を
保
て
る
の
だ
」。

（
北
井
達
也
）

車

６４４
な
か
ら
へ
は
つ
か
ふ
る
道
に
小
車
の
か
け
て
か
ひ
有
名
を
と
ゝ
め
は
や

漢
書
。
薛
広
徳
伝
云
、
乞
二

骸
―

骨
一ヲ

賜
二

安
―

車
駟
―

場
黄
―

金
六
十
斤
一

罷
。
広
徳
為
二

御
史
大
夫
一

、
凡
十
―

月
ニ
シ
テ

免
、
東
ノ
方

帰
ルレ

沛
ニ

。

太
―

守
迎
テ二

之
ヲ

界
ノ

上
ニ一

、
沛
以
為
レ

栄
ト

、
懸
テ二

其
ノ

安
―

車
ヲ一

伝
フ二

子
孫
ニ一

。
註
ニ

、
師
―

古
カ

曰
、
懸
二

其
ノ

所
レ

賜
安
―

車
ヲ一

、
以
示
二

栄
―

幸
ヲ一

也
。
致
―

仕
懸
―

車
亦
古
―

法
也
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
九
〇
番
。
漢
書
評
林
、
巻
七
一
、
薛
広
徳
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
和
刻
本
漢
書
』「
乞
骸
骨
│
乞
骸
骨
皆
」「
車
亦
古
法
也
│
車
蓋
亦
古
法
」。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
下
）・
雑
部
（
三
）

― １１２ ―



﹇
訳
﹈

車

長
く
生
き
ら
れ
る
な
ら
ば
、
私
の
仕
え
る
道
に
小
車
を
懸
け
る
だ
け
の
価
値
あ
る
名
を
残
し
た
い
も
の
だ
な
あ
。

漢
書
の
薛
広
徳
伝
に
よ
る
と
、（
広
徳
は
丞
相
定
国
と
大
司
馬
車
騎
将
軍
史
高
と
と
も
に
）
辞
職
を
願
い
、
い
ず
れ
も
安
車
（
老

人
用
の
車
）
と
駟
馬
（
四
頭
立
て
の
馬
車
）
お
よ
び
黄
金
六
十
斤
を
賜
わ
り
、
職
を
や
め
た
。
広
徳
は
御
史
大
夫
で
あ
る
こ
と
、

お
よ
そ
十
か
月
で
職
を
解
か
れ
、
東
の
方
、
沛
群
に
帰
る
と
、
太
守
が
広
徳
を
郡
の
境
ま
で
出
迎
え
た
。
沛
郡
で
は
安
車
を
賜
わ

っ
た
こ
と
を
光
栄
と
し
て
、
そ
の
安
車
を
懸
け
て
つ
る
し
（
宝
物
と
し
て
）
子
孫
に
伝
え
た
。
師
古
の
注
に
よ
る
と
、
広
徳
が
そ

の
賜
わ
っ
た
安
車
を
懸
け
る
こ
と
で
栄
光
を
示
し
た
。
致
仕
懸
車
と
言
い
、
ま
た
昔
の
し
き
た
り
で
あ
る
云
々
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
、
広
徳
が
辞
職
し
て
帰
郷
し
た
後
、
賜
わ
っ
た
車
を
懸
け
て
つ
る
し
後
世
に
名
を
残
し
た
と
い
う
故
事
を
踏
ま
え
、
自

身
も
広
徳
の
よ
う
に
車
を
懸
け
ら
れ
る
ほ
ど
の
名
を
仕
え
る
道
に
残
し
た
い
と
詠
む
。「
骸
骨
を
乞
う
」
と
は
、
主
君
に
一
身
を
さ
さ

げ
て
仕
え
た
身
で
あ
る
が
、
老
い
た
骨
だ
け
は
返
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
意
か
ら
、
辞
職
を
願
い
出
る
こ
と
。
御
史
大
夫
と
は
御
史
台

（
官
吏
監
察
機
関
）
の
長
官
で
、
漢
代
に
は
実
質
的
な
宰
相
。

﹇
参
考
﹈
師
古
の
注
と
は
顔
師
古
が
『
漢
書
』
に
付
け
た
注
釈
で
、
唐
代
の
貞
観
一
五
年
（
六
四
一
）
に
完
成
。

（
北
井
達
也
）

輦
車

６４５
中
の
重
の
門
ひ
き
い
る
ゝ
小
車
の
め
く
み
こ
と
な
る
あ
と
を
み
る
か
な

延
喜
式
曰
、
凡
乗
二

輦
車
一

出
―二

入
内
裏
一

者
、
妃
ハ

限
二

曹
子
一

、
夫
人
及
内
親
王
ハ

限
二

温
明
殿
、
後
凉
殿
ノ

後
ヲ一

。

河
海
抄
云
、
中
の
重
を
出
入
の
為
也
。
中
重
の
輦
車
と
も
い
ふ
也
云
々
。

― １１３ ―

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
下
）・
雑
部
（
三
）



﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
九
一
番
。
延
喜
式
、
雑
式
。
河
海
抄
、
巻
一
、
桐
壺
巻
、
一
九
五
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
河
海
抄
』
ナ
シ
。『
延
喜
式
』「
温
明
殿
│
温
明
」。

﹇
訳
﹈

輦
車

内
裏
の
門
へ
小
車
を
引
き
入
れ
る
（
こ
と
を
許
さ
れ
、
帝
の
）
恩
恵
が
格
別
で
あ
る
跡
を
見
る
こ
と
だ
な
あ
。

延
喜
式
に
よ
る
と
、
総
じ
て
輦
車
に
乗
っ
た
ま
ま
内
裏
に
出
入
す
る
場
合
、
妃
は
自
室
ま
で
（
の
乗
車
）
に
限
り
、
夫
人
お
よ
び

内
親
王
は
温
明
殿
ま
た
は
後
涼
殿
の
背
後
ま
で
（
の
乗
車
）
に
限
る
云
々
。

な
か
の
え

河
海
抄
に
よ
る
と
、
内
裏
を
出
入
り
す
る
た
め
で
あ
る
。
中
重
の
輦
車
と
も
い
う
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
桐
壷
の
巻
で
は
、
帝
の
格
別
な
寵
愛
を
受
け
た
桐
壺
の
更
衣
は
身
分
が
低
い
に
も
拘
ら
ず
重
病
の
た
め
、
輦
車
に

て
ぐ
る
ま

せ
ん
じ

乗
っ
た
ま
ま
内
裏
を
出
入
で
き
る
「
輦
車
の
宣
旨
」
を
下
さ
れ
た
。
輦
車
は
人
が
引
く
手
押
し
車
。
内
裏
の
中
は
歩
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
皇
族
・
貴
族
・
高
僧
な
ど
で
特
別
に
天
皇
の
許
可
が
あ
っ
た
者
だ
け
が
輦
車
に
乗
っ
て
通
行
で
き
た
。

﹇
参
考
﹈
雪
玉
集
に
は
「
永
正
八
六
御
月
次
」
と
あ
り
、
当
歌
は
永
正
八
年
（
一
五
一
一
）
六
月
の
月
次
歌
。『
延
喜
式
』
の
本
文
異
同
に

は
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
序
の
版
本
（
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
を
使
用
。

（
小
森
一
輝
）

橋

６４６
か
け
て
い
は
ゝ
遠
き
道
か
は
人
の
世
も
神
代
の
ま
ゝ
の
天
の
う
き
は
し

タ
ヽ

神
代
巻
曰
、
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冊
尊
立
シ
テ
二

於
天
浮
橋
之
上
ニ一

共
計
曰
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
七
四
四
番
。
日
本
書
紀
、
巻
一
、
神
代
上
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
日
本
書
紀
』
ナ
シ
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
下
）・
雑
部
（
三
）

― １１４ ―



﹇
訳
﹈

橋

（
橋
を
架
け
る
で
は
な
い
が
）
心
に
か
け
て
言
え
ば
、
遠
い
教
え
で
は
な
か
ろ
う
。
人
の
世
に
な
っ
て
も
神
世
の
ま
ま
で
あ
る
天
の
浮

橋
（
の
教
え
は
）。

い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と

い
ざ
な
み
の
み
こ
と

神
代
巻
に
よ
る
と
、
伊
弉
諾
尊
と
伊
弉
冉
尊
は
天
の
浮
橋
の
上
に
お
立
ち
に
な
り
、
相
談
し
て
お
っ
し
ゃ
る
云
々
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
今
も
語
り
継
が
れ
て
い
る
天
の
浮
橋
の
教
え
を
、
い
つ
も
心
に
思
っ
て
い
れ
ば
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
、
と
い
う
内
容
。

「
か
け
て
」
の
「
掛
く
」
は
「
橋
」
の
縁
語
。

﹇
参
考
﹈『
日
本
書
紀
』
は
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
版
が
流
布
し
て
い
て
、
野
村
尚
房
も
閲
覧
し
た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
刊
本
は
非

常
に
多
く
、
こ
れ
と
断
定
で
き
な
い
。

（
小
森
一
輝
）

柏
６４７
ゆ
く
す
ゑ
は
只
に
過
し
と
は
し
柱
身
を
立
る
道
や
し
る
し
置
け
ん

蒙
求
曰
、
前
漢
司
馬
相
如
、
字
ハ

長
―

卿
、
蜀
―

郡
成
―

都
ノ

人
也
。
少
好
テ

読
レ

書
ヲ

云
云
。
旧
注
曰
、
蜀
ノ

城
―

北
七
里
ニ

有
二

昇
―

仙
―

橋
一

。

相
如
題
シ
テ
二

其
柱
ニ一

曰
、「
大
―

丈
夫
不
ン
ハ
レ

乗
二

駟
―

馬
ノ

車
一ニ

不
三

復
タ

過
二

此
橋
一

」。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
六
四
四
番
、
二
一
九
〇
番
。
蒙
求
、
相
如
題
柱
、
七
七
七
、
七
七
九
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
立
る
│
た
つ
る
」（
一
六
四
四
番
）、「
立
る
│
た
て
る
」（
二
一
九
〇
番
）。『
蒙
求
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
橋
）

我
が
将
来
は
凡
庸
に
終
わ
る
も
の
か
と
、
橋
柱
を
立
て
る
で
は
な
い
が
、
身
を
立
て
る
（
立
身
出
世
の
）
道
を
（
橋
柱
に
）
記
し
て
お

い
た
の
だ
ろ
う
か
。

― １１５ ―
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玉
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下
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部
（
三
）



蒙
求
に
よ
る
と
、
前
漢
の
司
馬
相
如
は
、
字
は
長
卿
、
蜀
郡
成
都
の
人
で
あ
る
。
幼
い
と
き
か
ら
読
書
を
好
む
云
々
。
旧
注
に
よ

る
と
、
蜀
城
の
北
、
七
里
の
と
こ
ろ
に
昇
仙
橋
が
あ
る
。
相
如
は
そ
の
橋
柱
に
、「
男
子
た
る
も
の
、（
立
身
出
世
を
し
て
）
四
頭

引
き
の
馬
車
に
乗
ら
な
け
れ
ば
、
二
度
と
こ
の
橋
を
渡
る
こ
と
は
な
い
」
と
書
い
た
。

﹇
考
察
﹈
和
歌
の
世
界
で
は
「
橋
柱
」
と
い
え
ば
、『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
に
記
さ
れ
た
「
長
良
の
橋
」
と
合
わ
せ
て
「
長
良
の
橋
柱
」

と
詠
む
こ
と
が
多
い
。
一
方
、
司
馬
相
如
の
故
事
に
関
連
づ
け
た
歌
は
、「
思
ふ
こ
と
橋
柱
に
ぞ
書
き
つ
け
て
昔
の
人
は
位
ま
し
け
る
」

（
堀
河
百
首
、
一
四
三
七
番
、
橋
、
隆
源
）、「
花
に
き
て
又
こ
そ
と
は
ぬ
橋
柱
身
を
た
つ
る
道
も
外
に
も
と
め
じ
」（
柏
玉
集
、
橋
花
、

三
二
五
番
）
な
ど
少
な
い
。

り
か
ん

﹇
参
考
﹈『
蒙
求
』
は
唐
の
李
瀚
が
編
纂
し
た
書
物
で
、
南
宋
の
徐
子
光
に
よ
っ
て
増
補
注
釈
さ
れ
た
。
幼
学
書
・
教
養
書
と
し
て
盛
ん
に

用
い
ら
れ
た
た
め
、
日
本
古
典
文
学
に
与
え
た
影
響
は
多
大
で
、
和
刻
本
も
多
い
。
三
条
西
実
隆
ら
が
『
蒙
求
』
の
講
釈
を
受
け
た
記

述
が
『
実
隆
公
記
』
に
見
え
る
。
詳
し
く
は
、
菅
原
正
子
『
日
本
中
世
の
学
問
と
教
養
』（
同
成
社

二
〇
一
四
年
）「
三
条
西
公
条
と

学
問
」
を
参
照
。

（
小
森
一
輝
）

錦

同
６４８
ふ
み
に
た
に
あ
ひ
思
ふ
程
は
し
ら
れ
し
を
を
る
や
に
し
き
の
色
に
み
え
ぬ
る

事
文
類
聚
続
集
。
晋
ノ

竇
―

カ

妻
織
レ

錦
為
二

廻
文
ノ

詩
一ヲ

以
寄
レ

。
宛
―

転
循
―

環
、
文
甚
ダ

悽
―

惋
云
云
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
六
三
九
番
。
新
編
古
今
事
文
類
聚
、
続
集
、
巻
二
一
、
衾
衣
部
、
錦
繍
、
織
錦
廻
文
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
編
古
今
事
文
類
聚
続
集
』
ナ
シ
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
下
）・
雑
部
（
三
）

― １１６ ―



﹇
訳
﹈

錦

手
紙
で
さ
え
相
思
相
愛
の
程
度
は
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、
錦
に
（
思
い
を
）
織
り
こ
む
と
愛
情
が
見
え
る
な
あ
。

事
文
類
聚
続
集
。
晋
の
竇

の
妻
は
錦
を
織
り
廻
文
の
詩
を
織
り
込
ん
で
竇

に
贈
っ
た
。
方
向
を
転
じ
た
り
周
囲
を
回
っ
た
り

し
て
読
む
と
、
文
章
は
と
て
も
悲
し
い
云
々
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
『
事
文
類
聚
』
に
引
用
さ
れ
る
『
晋
書
』
列
女
伝
の
内
容
を
踏
ま
え
る
。
廻
文
詩
は
初
め
か
ら
読
ん
で
も
末
か
ら
読
ん

で
も
意
味
が
通
じ
、
平
仄
も
韻
も
合
う
漢
詩
。
和
歌
の
第
三
句
「
知
ら
れ
し
」
の
「
し
」
を
過
去
の
助
動
詞
と
見
て
、「
知
ら
れ
た
」

と
も
訳
せ
る
が
、「
だ
に
」
は
下
に
打
消
し
を
伴
な
う
こ
と
が
多
い
の
で
「
知
ら
れ
じ
」
と
解
釈
し
た
。

﹇
参
考
﹈『
事
文
類
聚
』
の
本
文
異
同
に
は
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
版
（
国
文
学
研
究
資
料
文
庫

、
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
八
二
年
）
を

使
用
。

（
松
本
匡
由
）

和
琴

６４９
こ
と
笛
の
中
に
う
へ
な
き
し
ら
へ
あ
れ
や
名
こ
そ
あ
つ
ま
と
立
く
た
れ
と
も

床
夏
巻
云
、
あ
つ
ま
と
こ
そ
名
も
立
く
た
り
た
る
や
う
な
れ
と
、
お
ま
へ
の
御
あ
そ
ひ
に
も
、
ま
つ
ふ
ん
の
つ
か
さ
を
め
す
は
、

人
の
国
は
し
ら
す
、
爰
に
は
こ
れ
を
物
の
お
や
と
し
た
る
に
こ
そ
あ
め
れ
云
々
。

河
海
抄
曰
、
和
琴
者
伊
奘
諾
・
伊
奘
冊
尊
ノ

御
時
、
令
二

作
出
一

給
云
云
。
仍
諸
―

楽
―

器
ノ

之
最
―

上
ニ

置
レ

之
ヲ

也
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
六
四
一
番
。
源
氏
物
語
、
常
夏
巻
、
二
三
一
頁
。
河
海
抄
、
巻
一
一
、
常
夏
、
四
一
二
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
湖
月
抄
』『
承
応
』
ナ
シ
。『
河
海
抄
』「
御
時
│
御
代
」「
置
レ

之
ヲ

也
│
を
か
る
ゝ
也
」。

― １１７ ―

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
下
）・
雑
部
（
三
）



﹇
訳
﹈

和
琴

あ
ず
ま

ひ
な

管
絃
の
中
で
、（
和
琴
の
他
に
）
こ
の
上
な
い
音
律
が
あ
る
だ
ろ
う
か
（
、
い
や
和
琴
が
一
番
だ
）。
そ
の
別
名
は
東
と
い
っ
て
鄙
び
て

い
る
け
れ
ど
も
。

あ
ず
ま
ご
と

常
夏
の
巻
に
よ
る
と
、
東
琴
と
い
っ
て
そ
の
名
も
鄙
び
た
も
の
の
よ
う
だ
が
、
御
前
演
奏
で
も
真
っ
先
に
書
司
を
お
召
し
に
な

る
の
は
、
異
国
で
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
国
で
は
こ
れ
を
第
一
番
の
楽
器
と
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
云
々
。

河
海
抄
に
よ
る
と
、
和
琴
は
伊
奘
諾
・
伊
奘
冉
の
時
代
に
お
作
り
に
な
っ
た
云
々
。
し
た
が
っ
て
（
和
琴
は
）
あ
ら
ゆ
る
楽
器
の

中
で
最
上
位
に
置
か
れ
る
の
で
あ
る
。

わ
ご
ん

あ
づ
ま

く
だ

﹇
考
察
﹈
和
琴
の
別
名
「
東
」
は
都
人
が
さ
げ
す
む
東
国
を
意
味
す
る
の
で
、『
源
氏
物
語
』
で
は
「
東
と
こ
そ
名
も
立
ち
下
り
」
だ
が
、

日
本
で
は
あ
ら
ゆ
る
楽
器
の
中
で
和
琴
が
最
上
で
あ
る
、
と
光
源
氏
が
話
し
て
い
る
箇
所
を
当
歌
は
踏
ま
え
る
。

（
松
本
匡
由
）

笛

６５０
天
津
人
雲
の
か
け
は
し
打
わ
た
し
さ
そ
ふ
は
か
り
の
笛
竹
の
声

狭
衣
物
語
云
、
ま
め
や
か
に
わ
ふ
�
�
吹
出
た
ま
へ
る
笛
の
音
、
雲
井
を
ひ
ゝ
か
し
た
ま
へ
る
に
中
略
「
い
な
つ
ま
の
光
に
ゆ
か

む
天
の
原
は
る
か
に
わ
た
せ
雲
の
か
け
は
し
」
と
音
の
か
き
り
吹
た
ま
へ
る
は
、
け
に
月
の
都
の
人
も
い
か
て
か
お
と
ろ
か
さ
ら

ん
と
お
ほ
ゆ
る
に
、
楽
の
声
�
�
い
と
ち
か
ふ
な
り
て
、
む
ら
さ
き
の
雲
た
な
ひ
き
た
る
と
見
ゆ
る
に
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
三
五
〇
番
。
狭
衣
物
語
、
巻
一
、
四
二
頁
、
四
三
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
狭
衣
物
語
』「
い
か
て
か
│
い
か
て
か
は
」「
い
と
ち
か
ふ
な
り
て
│
い
と
ゝ
ち
か
う
な
り
て
」「
た

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
下
）・
雑
部
（
三
）

― １１８ ―



な
ひ
き
た
る
│
た
な
ひ
き
わ
た
る
」。

﹇
訳
﹈

笛

天
上
に
住
む
人
が
雲
の
架
け
橋
を
渡
し
、（
演
奏
者
を
天
上
に
）
誘
う
ほ
ど
の
笛
の
音
色
だ
な
あ
。

狭
衣
物
語
に
よ
る
と
、
ほ
ん
と
う
は
気
が
進
ま
な
い
な
が
ら
吹
き
鳴
ら
し
な
さ
っ
た
笛
の
音
を
、
天
上
ま
で
響
か
せ
な
さ
っ

て
、
中
略
「
稲
妻
の
光
と
共
に
わ
た
し
は
天
上
に
昇
っ
て
行
こ
う
。
大
空
の
遥
か
彼
方
ま
で
渡
し
て
お
く
れ
、
雲
の
架
け
橋
を
」

と
、
音
の
続
く
限
り
笛
を
吹
き
な
さ
っ
た
の
は
、
ほ
ん
と
う
に
月
の
都
の
人
も
ど
う
し
て
心
を
動
か
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か

と
思
わ
れ
た
と
き
、
奏
楽
の
音
が
た
い
そ
う
近
づ
い
て
、
紫
の
雲
が
た
な
び
い
て
い
る
と
見
え
て
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
狭
衣
物
語
』
は
宮
中
で
の
管
絃
の
遊
び
の
折
、
狭
衣
が
横
笛
を
吹
く
場
面
。
物
語
は
そ
の
後
、
笛
の
音
に
魅
せ
ら
れ
て
天
稚
御

子
が
降
臨
し
、
狭
衣
が
昇
天
し
そ
う
に
な
る
の
を
帝
が
引
き
止
め
る
、
と
続
く
。
当
歌
は
見
事
な
笛
の
音
色
を
、
狭
衣
の
音
色
に
比
類

さ
せ
て
詠
む
。

﹇
参
考
﹈『
雪
玉
集
』
の
歌
肩
に
「
永
正
三
十
二
御
月
次
」
と
あ
り
、
当
歌
は
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
十
二
月
の
月
次
歌
。（

村
上
泰
規
）

対
鏡
知
身
老

６５１
む
か
ひ
み
る
影
の
外
に
も
思
ひ
し
れ
あ
は
れ
老
ゆ
く
人
を
か
ゝ
み
に

唐
書
。
魏
―

徴
薨
ス

。
太
―

宗
臨
レテ

朝
ニ

嘆
シ
テ

曰
、「
以
レ

銅
為
レス

鑑
ト

。
可
レ

正
二

衣
冠
ヲ一

。
以
レ

古
為
レ

鑑
。
可
レ

知
二

興
―

替
ヲ一

。
以
レ

人
為
レ

鑑
。

可
レ

明
二

得
―

失
ヲ一

。
朕
、
常
ニ

保
二

此
三
ノ

鑑
ヲ一

、
内
防
ク二

己
カ

過
ヲ一

。
今
、
魏
―

徴
逝
ス

。
一
ノ

鑑
亡
ヌ

矣
」。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
九
三
番
。
新
編
古
今
事
文
類
聚
、
続
集
、
巻
二
八
、
鏡
、
常
保
三
鑑
。

― １１９ ―
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玉
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抄
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釈
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）・
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部
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三
）



﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
新
編
古
今
事
文
類
聚
続
集
』「
唐
書
│
ナ
シ
」。

﹇
訳
﹈

鏡
に
向
か
い
、
身
の
老
い
を
知
る

（
鏡
に
）
向
か
い
映
っ
て
見
え
る
（
自
分
の
）
姿
以
外
か
ら
も
思
い
知
り
な
さ
い
。
無
常
に
も
老
い
て
い
く
人
を
鏡
と
し
て
。

唐
書
。
魏
徴
が
薨
じ
た
。
太
宗
は
朝
廷
に
臨
み
嘆
き
な
が
ら
言
っ
た
。「
銅
を
（
加
工
し
て
）
鏡
と
す
る
。（
姿
を
映
し
て
）
衣
冠

を
正
す
こ
と
が
で
き
る
。
昔
を
鏡
と
す
る
。（
歴
史
に
よ
っ
て
）
世
の
興
亡
盛
衰
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
を
鏡
と
す
る
。（
そ

の
人
の
諫
言
で
）
善
悪
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
は
常
に
こ
の
三
つ
の
鏡
を
持
ち
、
自
ら
自
己
の
過
ち
を
防
い
で
き
た
。
今
、

魏
徴
が
死
ん
で
、
一
つ
の
鏡
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」。

﹇
考
察
﹈
魏
徴
（
生
没
五
八
〇
〜
六
四
三
年
）
は
太
宗
に
仕
え
た
唐
の
政
治
家
で
、
皇
帝
に
直
に
諫
言
す
る
こ
と
で
有
名
。
太
宗
は
銅
製

の
鏡
の
ほ
か
、
歴
史
と
人
も
鏡
と
し
て
自
ら
の
過
失
を
事
前
に
防
い
で
い
た
と
い
う
逸
話
を
踏
ま
え
て
、
当
歌
は
鏡
で
自
ら
の
姿
を
映

し
見
る
だ
け
で
な
く
、
老
い
て
い
く
人
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
我
が
身
の
老
い
を
知
り
な
さ
い
、
と
詠
む
。
鏡
を
見
て
身
の
老
い
を
知

る
歌
は
、「
鏡
山
い
ざ
立
ち
寄
り
て
見
て
ゆ
か
む
年
経
ぬ
る
身
は
老
い
や
し
ぬ
る
と
」（
古
今
和
歌
集
、
巻
一
七
、
雑
上
、
八
九
九
番
、

詠
み
人
知
ら
ず
）
な
ど
が
あ
る
。

﹇
参
考
﹈『
雪
玉
集
』
の
歌
肩
に
「
永
正
六
五
御
月
次
」
と
あ
り
、
当
歌
は
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）
五
月
の
月
次
歌
。
太
宗
の
話
は
『
旧

唐
書
』
巻
七
一
の
ほ
か
、『
貞
観
政
要
』
巻
二
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
九
六
に
も
見
え
る
が
、
本
作
所
引
と
は
本
文
が
異
な
る
。

（
村
上
泰
規
）

絵

６５２
色
と
る
も
限
こ
そ
あ
れ
墨
か
き
の
山
は
幾
重
を
た
ゝ
み
な
し
け
る

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
下
）・
雑
部
（
三
）
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論
語
。
素
以
為
絢
兮
。

花
鳥
曰
、
雅
兼
卿
記
云
、
金
―

岡
ハ

以
レ

墨
ヲ

畳
レム
コ
ト

山
ヲ

十
―

五
―

重
、
広
―

高
ハ

五
重
也
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
八
六
番
。
論
語
、
八
佾
第
三
、
六
六
頁
。
花
鳥
余
情
、
巻
二
、
帚
木
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
論
語
』『
花
鳥
余
情
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

絵

彩
色
す
る
に
も
限
界
が
あ
（
り
、
や
は
り
墨
書
き
が
重
要
で
あ
）
る
。
墨
描
き
の
山
は
（
そ
の
輪
郭
を
）
幾
重
に
描
き
重
ね
た
の
だ
ろ

う
か
。

お
し
ろ
い

あ
で

論
語
。
白
粉
で
化
粧
し
て
艶
や
か
に
す
る
。

花
鳥
余
情
に
よ
る
と
、
雅
兼
卿
記
に
は
、「
金
岡
は
墨
で
山
を
十
五
重
に
描
き
重
ね
、
広
高
は
五
重
に
描
き
重
ね
る
」
と
あ
る
。

﹇
考
察
﹈『
論
語
』
は
「
巧
笑
倩
兮
、
美
目
盻
兮
、
素
以
為
絢
兮
」（
に
っ
こ
り
笑
う
と
口
も
と
が
か
わ
い
ら
し
く
、
目
は
ぱ
っ
ち
り
と
し

て
美
し
い
）
と
い
う
詩
の
意
味
を
、
孔
子
が
「
絵
で
言
え
ば
ま
ず
彩
色
し
て
、
最
後
に
胡
粉
で
仕
上
げ
る
よ
う
な
も
の
だ
」
と
答
え
た

箇
所
。『
花
鳥
余
情
』（『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
）
は
平
安
時
代
に
活
躍
し
た
絵
師
の
巨
勢
金
岡
と
、
そ
の
ひ
孫
の
巨
勢
広
高
を
比
較

し
て
、
唐
絵
が
盛
ん
な
平
安
前
期
に
は
険
し
い
山
稜
を
幾
重
に
も
重
ね
た
が
、
大
和
絵
が
最
盛
期
に
な
る
と
峰
は
な
だ
ら
か
に
な
り
線

描
は
少
な
く
な
っ
た
、
と
記
す
。
当
時
は
彩
色
よ
り
も
、
最
初
の
下
書
き
と
最
後
の
墨
の
描
き
起
こ
し
が
重
ん
じ
ら
れ
た
。
当
歌
も
絵

は
彩
り
よ
り
も
輪
郭
が
重
要
だ
と
い
う
視
点
か
ら
、
金
岡
・
広
高
の
山
の
墨
書
き
に
思
い
を
馳
せ
て
詠
む
。

﹇
参
考
﹈『
雪
玉
集
』
の
歌
肩
に
「
永
正
二
六
御
月
次
」
と
あ
り
、
当
歌
は
永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）
六
月
の
月
次
歌
。

（
村
上
泰
規
）

― １２１ ―
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舟

６５３
し
る
へ
有
浪
路
と
な
し
に
か
め
の
う
へ
の
山
を
尋
ね
し
舟
の
お
ろ
か
さ

史
記
。
徐
福
事
実
、
見
于
恋
部
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
八
〇
八
七
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
浪
│
波
」。

﹇
訳
﹈

舟

道
し
る
べ
の
あ
る
波
路
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
巨
大
な
亀
の
背
に
あ
る
と
い
う
蓬
莱
山
を
探
し
た
舟
は
愚
か
だ
な
あ
。

史
記
の
徐
福
の
事
は
、
恋
部
に
見
え
る
。（
４６６
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈「
亀
の
上
の
山
」
は

番
歌
、
３３２
番
歌
、
４１３
番
歌
に
も
見
え
る
。
当
歌
は
徐
福
の
故
事
を
踏
ま
え
、
無
計
画
に
蓬
莱
山
を
目
指
し

た
こ
と
の
愚
か
さ
を
詠
む
。

（
島
田
薫
）

渡
舟

６５４
心
ゆ
く
船
出
と
な
し
に
渡
し
守
い
そ
く
を
み
て
も
詠
め
の
み
し
て

い
せ
物
語
云
、
其
川
の
ほ
と
り
に
む
れ
ゐ
て
、
お
も
ひ
や
れ
は
、
限
な
く
遠
く
も
来
に
け
る
か
な
、
と
わ
び
あ
へ
る
に
、
わ
た
し

守
、「
は
や
船
に
の
れ
。
日
も
く
れ
ぬ
」
と
い
ふ
に
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
三
七
三
番
。
伊
勢
物
語
、
第
九
段
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
伊
勢
物
語
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

渡
し
舟

気
が
晴
れ
る
船
出
で
は
な
い
の
に
、
渡
し
守
が
急
ぐ
の
を
見
て
も
物
思
い
に
ふ
け
っ
て
ば
か
り
い
て
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
下
）・
雑
部
（
三
）

― １２２ ―



伊
勢
物
語
に
よ
る
と
、
そ
の
河
の
ほ
と
り
に
集
ま
り
す
わ
っ
て
、
京
に
思
い
を
は
せ
る
と
、
果
て
し
な
く
遠
く
に
来
て
し
ま
っ
た

な
あ
、
と
悲
し
み
あ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
隅
田
川
の
渡
し
の
船
頭
が
、「
早
く
船
に
乗
れ
。
日
が
暮
れ
て
し
ま
う
」
と
言
う
の

で
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
伊
勢
物
語
』
は
東
下
り
を
す
る
旅
の
一
行
が
京
に
思
い
を
は
せ
る
中
、
船
頭
が
一
同
を
急
が
せ
る
場
面
。
当
歌
は
そ
れ
を
踏
ま

え
て
、
気
の
進
ま
な
い
船
出
の
様
子
を
詠
む
。

﹇
参
考
﹈
雪
玉
集
の
歌
肩
に
「
永
正
二
十
一
御
月
次
」
と
あ
り
、
当
歌
は
永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）
十
一
月
の
月
次
歌
。

（
島
田
薫
）

岸
頭
待
舟

柏
６５５
急
く
ら
ん
舟
出
も
い
か
ゝ
此
き
し
の
い
さ
こ
の
ひ
か
り
苔
青
き
か
け

銭
起
。
水
碧
砂
明
両
岸
苔
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
六
七
四
番
。
唐
詩
選
、
巻
七
、
帰
雁
、
七
四
二
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
い
さ
こ
│
い
さ
り
」。『
唐
詩
選
』「
砂
│
沙
」。

﹇
訳
﹈

岸
辺
で
舟
を
待
つ

急
ぐ
よ
う
な
船
出
も
ど
う
し
た
も
の
か
。
こ
の
岸
の
砂
は
耀
き
、
苔
は
青
々
と
し
て
い
る
な
あ
。

銭
起
。
水
清
く
砂
白
く
、
両
岸
は
苔
む
し
て
。

﹇
考
察
﹈
銭
起
の
「
帰
雁
」
は
、
雁
は
な
ぜ
美
景
を
見
捨
て
て
北
に
帰
る
の
か
と
歌
う
。
当
歌
も
風
景
明
媚
な
岸
辺
を
離
れ
る
名
残
惜
し

さ
を
詠
む
。

― １２３ ―
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い
さ
ご

い
さ

い
さ
り
び

﹇
参
考
﹈
銭
起
の
「
帰
雁
」
は
雑
部
５２４
番
歌
に
も
引
用
。
和
歌
の
第
四
句
が
「
砂
子
の
光
」
で
は
な
く
「
漁
り
の
光
」
な
ら
ば
、
漁
火

（
夜
、
魚
を
誘
う
た
め
に
舟
で
焚
く
火
）
を
指
す
。

（
島
田
薫
）

浦
舟

６５６
し
る
へ
せ
よ
い
つ
く
の
浦
の
梅
か
ゝ
に
雪
の
篷
お
す
け
さ
の
舟
人

錦
繍
段
。
和
靖
雪
―

後
看
ルレ

梅
ヲ

図
ノ

詩
。
破
暁
湖
山
入
レ

画
ニ

時
。
短
―

篷
揺
シ
テ
レ

雪
ヲ

傍
フ二

疎
―

籬
ニ一

。
一
―

心
只
在
二

梅
―

華
ノ

上
ニ一

。
凍
二―

損
ス
ル
モ

マ
タ

吟
―

身
ヲ一

也
不
レ

知
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
三
七
五
番
。
錦
繍
段
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
新
刊
錦
繍
段
』「
図
詩
│
図
」「
疎
│
踈
」「
華
│
花
」。

﹇
訳
﹈

浦
の
舟

と
ま

案
内
し
て
お
く
れ
。
ど
こ
か
の
浦
の
梅
の
香
（
が
漂
う
所
）
に
。
早
朝
に
雪
の
積
も
っ
た
篷
を
押
し
て
い
る
舟
人
よ
。

錦
繍
段
。
和
靖
が
雪
の
後
に
梅
を
見
る
図
の
詩
。

明
け
方
、（
雪
が
降
り
積
も
っ
た
）
西
湖
や
そ
れ
を
取
り
囲
む
山
々
の
姿
は
美
し
く
、
ま
る
で
絵
画
の
よ
う
で
あ
る
時
刻
、（
和
靖

ま
が
き

は
小
舟
に
乗
っ
て
、
梅
を
見
に
出
か
け
た
。）
小
舟
が
岸
辺
に
達
す
る
と
岸
に
積
も
っ
た
雪
が
揺
れ
動
き
、
舟
は
粗
く
編
ん
だ
籬

の
そ
ば
に
停
泊
し
た
。
画
中
の
和
靖
の
気
持
ち
は
ひ
た
す
ら
梅
の
花
に
集
中
し
て
、
寒
さ
で
詩
を
作
る
身
が
凍
え
て
し
ま
っ
て
も

気
が
つ
か
な
い
。

﹇
考
察
﹈
和
靖
が
梅
花
に
心
を
奪
わ
れ
、
寒
さ
に
凍
え
る
身
に
気
づ
か
な
い
ほ
ど
詩
作
に
耽
っ
て
い
る
こ
と
を
当
歌
は
踏
ま
え
て
、
自
分

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
下
）・
雑
部
（
三
）
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か
や

も
雪
の
降
り
積
も
っ
た
早
朝
に
舟
を
出
し
て
、
梅
の
香
り
の
す
る
浦
へ
向
か
お
う
と
す
る
気
持
ち
を
詠
む
。
和
歌
の
「
篷
」
は
竹
や
萱

な
ど
で
編
ん
だ
舟
の
覆
い
、
漢
詩
の
「
短
篷
」
は
「
今
ハ
小
舟
ノ
事
ニ
用
ソ
」（
貞
享
版
『
錦
繍
段
』
国
会
図
書
館
蔵
の
書
き
入
れ
）

に
よ
り
小
舟
と
解
釈
し
た
。

﹇
参
考
﹈『
錦
繍
段
』
に
つ
い
て
は
５２１
番
歌
、
参
照
。
和
清
は
北
宋
の
詩
人
、
林
逋
の
号
（
生
没
九
六
七
〜
一
〇
二
八
年
）。
梅
花
を
植
え

き
そ
う
し
ょ
う
ど
ん

鶴
を
飼
い
、「
梅
を
妻
、
鶴
を
子
と
す
る
」
と
言
っ
て
い
た
。
漢
詩
の
作
者
は
十
三
世
紀
に
活
躍
し
た
希
叟
紹
曇
、
南
宋
の
人
で
臨
済

宗
の
僧
。

（
松
田
望
）

滄
海
雲
低

柏
６５７
隔
来
し
お
も
影
み
せ
て
浦
し
ま
や
明
行
雲
そ
波
に
の
こ
れ
る

浦
嶋
子
伝
、
見
于
恋
部
。

﹇
出
典
﹈
三
玉
和
歌
集
類
題
、
雑
上
、
滄
海
雲
低
。﹇
異
同
﹈『
三
玉
和
歌
集
類
題
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

青
海
原
に
雲
が
低
い

年
月
を
隔
て
て
は
い
る
が
、
浦
島
の
面
影
が
い
ま
だ
に
見
え
て
、（
玉
手
箱
を
開
け
る
で
は
な
い
が
）
夜
が
明
け
て
い
く
と
、（
玉
手
箱

か
ら
出
て
き
た
）
雲
が
波
（
の
上
）
に
残
っ
て
い
る
な
あ
。

浦
嶋
子
伝
は
恋
の
部
に
見
え
る
。（
４６４
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈「
明
行
」
に
「
夜
が
明
け
て
い
く
」
と
「
玉
手
箱
を
開
け
る
」
を
掛
け
る
。『
浦
嶋
子
伝
』
に
よ
る
と
、
浦
島
が
神
女
の
言
い
つ

け
を
忘
れ
て
玉
手
箱
を
開
け
る
と
紫
雲
が
立
ち
上
り
、
浦
島
の
顔
は
急
に
老
人
に
な
り
亡
く
な
っ
た
、
と
あ
る
。

― １２５ ―
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（
松
田
望
）

低

６５８
雲
を
し
の
く
心
や
こ
も
る
小
松
原
岡
の
草
根
に
ま
し
る
二
葉
も

李
白
詩
、
見
于
春
部
、
松
藤
歌
注
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
七
二
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

低

雲
を
押
し
の
け
て
伸
び
る
心
が
こ
も
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
小
松
原
の
岡
の
草
根
に
混
じ
る
双
葉
に
も
。

李
白
の
詩
は
春
部
の
「
松
藤
」
歌
の
注
に
見
え
る
。（

番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈
李
白
の
「
南
軒
松
」
が
松
の
成
長
を
歌
っ
た
の
を
踏
ま
え
て
、
当
歌
は
草
の
根
に
混
じ
っ
て
生
え
て
い
る
幼
く
も
力
強
い
双
葉

の
生
命
力
を
詠
む
。「
小
松
原
」
は
小
さ
な
松
が
多
く
生
え
て
い
る
原
。

﹇
参
考
﹈
雪
玉
集
は
歌
肩
に
「
永
正
十
三
十
御
月
次
」
と
あ
り
、
当
歌
は
永
正
十
三
年
（
一
五
一
六
）
十
月
の
月
次
歌
。

（
松
田
望
）

遠

６５９
も
ろ
こ
し
の
空
に
も
し
の
ふ
心
に
や
三
笠
の
山
の
月
は
見
え
け
む

古
今
集
の
詞
書
、
秋
の
部
に
し
る
し
つ
け
侍
り
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
七
四
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

遠
『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
下
）・
雑
部
（
三
）
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も
ろ
こ
し

唐
土
の
空
に
も
（
日
本
を
）
懐
か
し
む
気
持
ち
か
ら
、
三
笠
山
の
月
は
見
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

古
今
和
歌
集
の
詞
書
は
、
秋
の
部
に
書
き
つ
け
て
い
ま
す
。（
１８７
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈
安
倍
仲
麿
は
唐
の
国
で
月
を
眺
め
、
三
笠
山
に
出
た
月
と
同
じ
だ
と
詠
ん
だ
（『
古
今
和
歌
集
』
の
詞
書
に
よ
る
）
こ
と
を
踏
ま

え
、
当
歌
は
三
笠
山
の
月
を
懐
か
し
む
気
持
ち
か
ら
、
唐
の
国
の
空
に
も
同
じ
も
の
が
見
え
た
の
だ
ろ
う
か
と
推
量
す
る
。（

金
子
将
大
）

七

６６０
こ
と
の
を
の
い
つ
の
情
に
玉
く
し
け
二
の
声
を
し
ら
へ
そ
へ
け
ん

蔡
邕
琴
操
曰
、
五
―

絃
ハ

象
二

五
行
一

。
大
―

絃
為
レ

君
、
小
―

絃
為
レ

臣
。
後
ニ

文
武
加
二

二
―

絃
ヲ

以
取
二

剛
―

柔
一

而
合
二

君
―

臣
ノ

之
義
ヲ一

。

﹇
出
典
﹈
三
玉
和
歌
集
類
題
、
雑
、
七
。
初
学
記
、
一
六
、
楽
部
下
、
琴
第
一
。

﹇
異
同
﹈『
三
玉
和
歌
集
類
題
』
ナ
シ
。『
初
学
記
』「
後
文
武
│
文
王
武
王
」「
取
剛
柔
而
│
ナ
シ
」「
君
臣
之
義
│
君
臣
之
恩
」。

﹇
訳
﹈

七

琴
の
絃
の
五
本
の
風
情
に
（
櫛
箱
の
蓋
で
は
な
い
が
）
二
つ
の
音
を
調
律
し
て
添
え
た
の
だ
ろ
う
。

蔡
邕
の
琴
操
に
よ
る
と
、
五
絃
は
五
行
を
象
っ
て
い
る
。
太
い
絃
は
君
主
で
あ
り
、
細
い
絃
は
臣
下
で
あ
る
。
後
に
文
王
と
武
王

が
二
絃
を
加
え
、（
太
い
絃
は
君
主
の
）
剛
直
さ
、（
細
い
絃
は
臣
下
の
）
柔
軟
さ
に
対
応
さ
せ
、
君
臣
の
間
の
義
に
一
致
さ
せ

た
。

﹇
考
察
﹈『
琴
操
』
は
文
王
と
武
王
が
五
絃
琴
に
二
絃
を
加
え
、
七
絃
琴
が
誕
生
し
た
こ
と
を
記
し
た
部
分
。
五
行
は
古
代
中
国
の
思
想

で
、
万
物
を
生
じ
て
変
化
さ
せ
る
木
・
火
・
土
・
金
・
水
の
五
つ
の
元
素
。
君
臣
の
義
は
儒
教
で
説
く
五
倫
の
一
つ
で
、
君
主
と
臣
下
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た
ま
く
し
げ

ふ
た

の
間
に
あ
る
義
の
徳
。「
玉
櫛
笥
」
は
櫛
を
入
れ
る
箱
の
美
称
、
ま
た
「
蓋
」
な
ど
に
か
か
る
枕
詞
。
こ
こ
で
は
「
ふ
た
」
と
同
音
を

含
む
「
二
つ
」
に
か
か
る
。

﹇
参
考
﹈『
琴
操
』
は
古
代
の
琴
曲
と
作
者
に
つ
い
て
後
漢
の
蔡
邕
が
解
説
し
た
書
。
原
本
は
散
逸
し
、
日
本
の
昌
平
叢
書
と
本
作
と
は
異

同
が
多
く
あ
る
の
で
『
初
学
記
』
を
掲
載
し
た
。

（
金
子
将
大
）

寄
水
雑

柏
６６１
水
も
そ
の
に
こ
ら
は
と
い
ひ
す
め
ら
は
と
お
も
ふ
も
人
の
世
に
そ
し
た
か
ふ

漁
父
辞
曰
、
滄
―

浪
ノ

之
水
清
ラ
ハ

兮
、
可
三

以
濯
二

我
纓
一

。
滄
―

浪
ノ

之
水
濁
ラ
ハ

兮
、
可
三

以
濯
二

我
足
一

。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
八
四
七
番
。
楚
辞
、
漁
父
、
二
八
〇
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
楚
辞
』「
我
纓
│
吾
纓
」「
我
足
│
吾
足
」。

﹇
訳
﹈

水
に
寄
せ
る
雑
歌

（
漁
父
が
）「
水
も
ま
た
濁
っ
た
な
ら
ば
（
足
を
洗
お
う
）」
と
言
い
、「
澄
ん
だ
な
ら
ば
（
冠
を
洗
お
う
）」
と
（
言
っ
た
こ
と
を
）
思

う
に
つ
け
て
も
、
人
の
世
に
従
い
生
き
る
も
の
だ
な
あ
。

漁
父
辞
に
よ
る
と
、
滄
浪
の
水
が
澄
ん
だ
な
ら
ば
、
そ
れ
で
私
の
冠
を
洗
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
滄
浪
の
水
が
濁
っ
た
な
ら
ば
、

そ
れ
で
私
の
足
を
洗
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

﹇
考
察
﹈「
漁
夫
辞
」
は
屈
原
と
漁
夫
と
の
会
話
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
世
の
人
が
俗
に
ま
み
れ
て
い
た
と
し
て
も
時
勢
に
合
わ

せ
て
生
き
る
べ
き
だ
と
説
く
漁
夫
に
対
し
て
、
屈
原
は
今
、
髪
を
洗
っ
た
者
は
必
ず
冠
の
塵
を
弾
い
て
か
ぶ
り
、
今
、
湯
浴
み
を
し
た

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
（
下
）・
雑
部
（
三
）
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者
は
必
ず
衣
の
塵
を
振
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
喩
え
を
引
い
て
、
清
ん
だ
者
は
世
俗
か
ら
離
れ
る
べ
き
だ
と
反
論
し
た
。
そ
れ
に
対
し

て
漁
夫
は
出
典
の
歌
を
歌
い
、
人
の
世
が
清
く
て
も
汚
れ
て
い
て
も
、
そ
の
中
で
順
応
し
て
生
き
て
い
く
べ
き
だ
と
再
び
説
い
た
。
当

歌
は
、
人
の
世
の
清
濁
を
滄
浪
の
水
に
喩
え
た
漁
夫
の
言
葉
を
踏
ま
え
て
詠
む
。

（
北
井
達
也
）

哀
傷
歌
中

６６２
手
を
ひ
ら
き
足
を
ひ
ら
く
は
そ
れ
な
か
ら
さ
き
た
つ
道
や
お
や
に
か
な
し
き

論
語
。
曽
―

子
有
レ

疾
、
召
二

門
弟
子
一

曰
、「
啓
二

予
カ

足
一

、
啓
ケ二

予
カ

手
ヲ一

。
詩
ニ

云
、
戦
―

々
兢
―

ト々
シ
テ

、
如
レ

臨
二

深
淵
一

、
如
レ

履
二

薄

冰
一

」。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
六
一
五
番
。
論
語
、
泰
伯
、
一
七
七
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
論
語
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

哀
傷
歌
の
中

（
曽
子
が
危
篤
の
時
に
）
手
を
開
き
足
を
開
い
（
て
自
分
の
体
が
無
傷
で
あ
る
か
調
べ
さ
せ
）
た
の
は
、
誠
に
孝
行
な
こ
と
で
は
あ
る

が
、
親
よ
り
も
先
に
死
ぬ
子
は
、
親
に
対
し
て
心
が
痛
む
だ
ろ
う
な
あ
。

論
語
。
曽
子
が
病
気
で
危
篤
の
時
に
、
弟
子
た
ち
を
呼
び
集
め
て
言
う
に
は
、「
夜
具
を
開
い
て
、
私
の
手
や
足
を
調
べ
て
（
身

体
の
ど
こ
か
に
傷
痕
は
な
い
か
）
見
て
く
れ
。『
詩
経
』
に
、『
深
い
谷
の
断
崖
に
立
っ
て
落
ち
る
の
を
恐
れ
る
よ
う
に
、
薄
い
氷

お
の
の

を
渡
っ
て
割
れ
は
し
な
い
か
と
心
配
す
る
よ
う
に
、
戦
き
恐
れ
て
身
を
慎
む
』
と
あ
る
」。

﹇
考
察
﹈
曽
子
は
危
篤
の
際
に
弟
子
た
ち
を
呼
び
、
自
分
の
手
足
に
傷
が
無
い
か
を
調
べ
さ
せ
、
自
身
が
父
母
か
ら
受
け
た
体
を
大
切
に

守
る
の
は
親
孝
行
で
あ
る
と
話
し
、
体
に
傷
一
つ
付
け
る
こ
と
な
く
死
ぬ
今
か
ら
は
、
初
め
て
父
母
に
対
す
る
責
任
か
ら
解
放
さ
れ
る
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と
説
い
た
。
当
歌
は
曽
子
の
孝
行
を
上
の
句
に
詠
み
こ
み
、
下
の
句
で
は
親
に
先
立
つ
悲
し
み
を
詠
む
。

﹇
参
考
﹈
小
式
部
内
侍
が
母
の
和
泉
式
部
よ
り
先
に
死
に
そ
う
に
な
っ
た
と
き
に
詠
ん
だ
名
歌
が
あ
り
、
当
歌
の
下
の
句
と
共
通
す
る
。

「
小
式
部
内
侍
、
病
重
く
し
て
、
心
弱
く
覚
え
け
る
時
、
母
を
見
て
、
声
の
下
に
、『
い
か
に
せ
む
い
く
べ
き
方
も
お
ぼ
ほ
え
ず
親
に
先

立
つ
道
を
知
ら
ね
ば
』。
天
井
に
感
ず
る
声
あ
り
て
、
病
癒
え
に
け
り
。
神
明
の
御
助
け
に
こ
そ
。」（
沙
石
集
、
巻
五
末
ノ
一
）。

（
北
井
達
也
）

６６３
春
秋
に
と
め
る
の
こ
り
の
齢
を
は
其
た
ら
ち
ね
に
ゆ
つ
り
て
や
行

書
言
故
事
。
漢
斎
襄
上
伝
、
皇
―

帝
春
―

秋
富
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
五
九
六
番
。
書
言
故
事
、
巻
六
、
富
春
秋
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
書
言
故
事
』「
斎
│
斉
」。

﹇
訳
﹈

（
哀
傷
歌
の
中
）

年
が
若
く
残
り
の
（
長
い
）
年
月
を
自
分
の
母
親
に
譲
り
、（
母
よ
り
）
先
に
逝
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

書
言
故
事
。
漢
の
斎
襄
上
伝
、
皇
帝
は
年
齢
が
若
い
云
々
。

﹇
考
察
﹈「
春
秋
に
富
む
」
は
慣
用
句
。「
春
秋
」
は
春
と
秋
の
意
か
ら
転
じ
て
、
年
月
・
歳
月
の
意
味
。
年
が
若
く
経
験
に
乏
し
い
こ
と
、

せ
い
と
う
け
い
お
う
せ
い
か

ま
た
生
い
先
が
長
く
将
来
性
が
あ
る
こ
と
。
そ
の
出
典
は
『
史
記
』
巻
第
五
二
、
斉
悼
恵
王
世
家
第
二
二
の
「
今
高
后
崩
、
皇
帝
春
秋

富
」
に
よ
る
。
当
歌
は
夭
折
し
た
子
を
悼
む
。

﹇
参
考
﹈『
書
言
故
事
』
は
宋
の
胡
継
宗
が
編
纂
し
た
類
書
で
、
有
名
な
故
事
を
分
類
し
出
典
を
示
し
て
解
釈
を
加
え
た
も
の
。
正
保
三
年

（
一
六
四
六
）
刊
本
（
長
澤
規
矩
也
編
『
和
刻
本
類
書
集
成

第
三
輯
』
所
収
）
を
使
用
。

（
小
森
一
輝
）

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

冬
部
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）・
雑
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６６４
た
く
ひ
と
て
ふ
た
つ
た
に
な
き
袖
の
う
へ
の
玉
く
た
け
ゝ
む
心
を
そ
し
る

あ
ふ
ひ
の
巻
に
、
袖
の
う
へ
の
玉
く
た
け
た
り
け
ん
よ
り
も
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
六
一
一
番
。
源
氏
物
語
、
葵
、
五
〇
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
く
た
け
ゝ
む
│
く
だ
け
ら
ん
」。『
承
応
』『
湖
月
抄
』「
玉
│
玉
の
」。

﹇
訳
﹈

（
哀
傷
歌
の
中
）

同
じ
よ
う
な
も
の
さ
え
二
つ
と
な
い
、
袖
の
上
の
玉
が
砕
け
た
と
い
う
（
古
人
の
）
気
持
ち
を
（
あ
の
人
を
亡
く
し
た
今
に
な
っ
て
）

知
る
こ
と
だ
な
あ
。

葵
の
巻
に
、
袖
の
上
の
玉
が
砕
け
て
し
ま
っ
た
と
い
う
よ
り
も
云
々
。

﹇
考
察
﹈
出
典
は
一
人
娘
（
葵
の
上
）
を
失
っ
た
親
の
悲
痛
な
心
情
を
、
砕
け
た
珠
玉
と
比
較
し
た
個
所
。

過
去
推
量
の
「
け
む
」
が

あ
る
の
で
典
拠
が
あ
る
ら
し
い
が
不
明
。
当
歌
は
出
典
を
踏
ま
え
、
か
け
が
え
の
な
い
人
を
失
っ
た
哀
傷
を
詠
む
。「
玉
」
は
宝
石
の

意
か
ら
派
生
し
て
、
大
切
な
も
の
の
比
喩
に
用
い
ら
れ
る
。

（
小
森
一
輝
）
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